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－ 357 －

基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：サステナブルツーリズム推進事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

沖縄独自の歴史や文化、地域資源を利活用した観光を推進するとともに、自然
環境の保全、地域の文化・生活環境を尊重し、旅行者と地域住民が沖縄観光ブラ
ンドの価値を共有する持続可能で質の高い観光に取り組むための経費  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

サ ス テ ナ

ブ ル ツ ー

リ ズ ム 推

進事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11,984 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  サステナブル

ツーリズム推進

事業  

・サステナブルツ

ーリズムの実態把

握と課題整理を行

うため、県内の観

光関連事業者や観

光協会、市町村等

にアンケート調査

を行う。  

・また、有識者を

招へいし沖縄サス

テナブルツーリズ

ムに関する課題整

理 等 の 議 論 を 図

る。  

 

11,984 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  サステナブル

ツーリズム推進

事業  

・サステナブルツ

ーリズムの実態把

握と課題整理を行

うため、県内の観

光関連事業者や観

光協会、市町村等

にアンケート調査

を行った。  

・また、有識者を

招へいし沖縄サス

テナブルツーリズ

ムに関する課題整

理等の議論を図っ

た。  

最終予算額  

11,984 

執行率  

100％  

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴  サステナブルツーリズム推進事業 
効果：  沖縄観光における諸問題及びその課題解決に向けた取組を含むサステ

ナブルツーリズムに係る実態調査を行い、沖縄ならではのサステナブル
ツーリズムの推進に係る課題を把握するとともに、県民・訪問者の共感
につなげていくための事例を収集した。  
また、有識者等で構成される委員会にて実態調査の内容を整理し、地

域の価値や魅力が地域コミュニティ、地域産業、訪問者に共有される沖
縄ならではのサステナブルツーリズム推進の方向性を取りまとめた。  

課題：  サステナブルツーリズム推進に係る観光諸課題を解決するため、観光
関連事業者の企業体や観光協会等に総合的な支援を行う。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：おきなわユニバーサルツーリズム推進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 30 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

沖縄を訪れる高齢者、障がい者等の受入体制の充実を図るため、観光事業者向
けセミナーの開催や、観光誘客に向け、バリアフリー観光地としての認知度を高
める。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

おきなわ

ユニバー

サルツー

リズム推

進事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21,891 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ おきなわユニ 

バーサルツーリ 

ズム推進事業 

・ 全 て の 観 光 客

が、沖縄を楽しめ

るようにきめ細か

な受入体制の強化

を図るとともに、

本県のユニバーサ

ルツーリズムに関

する情報の発信を

行うことで、観光

誘客を促進する。 

 

 

 

21,150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ おきなわユニ 

バーサルツーリ 

ズム推進事業 

・観光関連事業者

を対象としたセミ

ナーの実施。 

・観光関連事業者

に対するアドバイ

ザー派遣。 

・ユニバーサルツ

ー リ ズ ム の Ｐ Ｒ

（展示会出展、ポ

ータルサイトによ

る情報発信等）を

実施した。 

 

 

☆ 

最終予算額 

21,891 

執行率 

96.6％ 

不用額 

740 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   おきなわユニバーサルツーリズム推進事業 
効果： 観光関連事業者を対象としたセミナー開催やアドバイザー派遣を実施

するとともに、沖縄ユニバーサルツーリズムに関する情報発信等を行っ
た。ハイブリッド開催とすることで、参加する観光事業者の実質的な負
担を減らし、多くの事業者の受入環境整備に寄与した。 

課題： ユニバーサルツーリズムの対象者は今後も増加が見込まれることか
ら、引き続き、観光関連事業者の受入体制強化を図る。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：沖縄観光グローバル事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

   国際観光地沖縄の基礎的需要の創出を図るため、航空路線の誘致･拡充と連動し
てターゲットとする海外の各市場において戦略的なプロモーション等を展開す
る。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖 縄 観 光

グ ロ ー バ

ル事業  

643,185 

 

 

 

 

 

 

 

1,800 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,000 

 

 

 

 

 

 

 

157,099 

 

 

１  沖縄観光グロ

ーバル事業  

 

 

 

 

 

 

⑴海外路線誘致活

動強化事業  

・路線誘致のため

の航空会社との接

触、交渉、キーパ

ーソン招へいの事

業を実施する。  

 

 

⑵国際チャーター  

便包括支援事業  

・路線誘致の第一

歩となるチャータ

ー便の実施に際し

ての支援を実施す

る。  

 

⑶期便就航促進・

活性化支援事業  

・新規路線の就航

608,118 

 

 

 

 

 

 

 

6,878 

 

 

 

 

 

 

 

 

91 

 

 

 

 

 

 

 

32,245 

 

 

１  沖縄観光グロ

ーバル事業  

 

 

 

 

 

 

⑴海外路線誘致活  

動強化事業  

・航空商談会に１

回参加、新規就航

や運航開催に係る

航空会社等と連携

した歓迎式典を 15

回開催した。  

 

⑵国際チャーター  

便包括支援事業  

・支援申請のあっ

たチャーター便２

件に対し支援を実

施した。  

 

 

⑶定期便就航促進  

・活性化支援事業  

・国際航空路線を

☆  

最終予算額  

643,185 

執行率  

94.5％  

不用額  

35,067 

 

最終予算額  

7,080 

不用額  

202 

 

 

 

 

 

最終予算額  

110 

不用額  

19 

 

 

 

 

最終予算額  

32,457 

不用額  



－ 360 －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21,600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

324 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58,844 

 

 

 

 

 

 

 

 

を促すため、航空

会社に対する就航

初期の支援を実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

⑷縄国際航空路線 

リバイバル事業 

・長期間運休とな

っている既存路線

の運航を再開させ

る 航 空 会 社 に 対

し、復便初期の路

線の安定化のため

に一定期間支援を

行う。 

 

 

⑸海外潜在市場活 

性化事業 

・潜在市場（イン

ド、中東、北欧）

において、現地関

係機関と連携し、

各市場特性を踏ま

えプロモーション

活動を展開し、誘

客を図る。 

 

 

⑹海外新規市場開 

拓事業 

・ 戦 略 開 拓 市 場

（タイ、シンガポ

ール、マレーシア

等 ） 、 新 規 市 場

（欧米豪等）にお

いて、現地関係機

関と連携し、各市

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

115,582 

 

 

 

 

 

 

 

 

応需する県内空港

関連事業者の人員

不足により国際定

期便が年度当初か

ら就航できず、 11

月に新規就航した

航空会社１社に対

してのみ、就航初

期の支援を実施し

た。 

 

⑷縄国際航空路線 

リバイバル事業 

・旺盛なインバウ

ンドの訪日及び沖

縄観光需要の追い

風を受けて、復便

が当初想定よりも

順調に進行したこ

とから、本事業に

よる支援は実施し

なかった。 

 

⑸海外潜在市場活 

性化事業 

・国際航空路線の

新規就航及び運航

再 開 状 況 を 踏 ま

え、重点市場及び

戦略開拓市場にお

ける誘客プロモー

ションを優先すべ

く、当該事業の実

施を見送った。 

 

⑹海外新規市場開 

拓事業 

・ 戦 略 開 拓 市 場

（タイ、シンガポ

ール、マレーシア

等 ） 、 新 規 市 場

（欧米豪等）にお

いて、現地関係機

関と連携し、11 か

212 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

120,055 

不用額 

4,473 
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49,954 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41,600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

96,745 

場特性を踏まえた

プロモーション活

動を展開し、誘客

を図る。 

 

⑺海外重点市場誘 

致強化事業 

・ 重 点 市 場 （ 台

湾、香港、中国本

土、韓国）におい

て、現地関係機関

と連携し、各市場

特性を踏まえたプ

ロモーション活動

を展開し、誘客を

図る。 

 

⑻海外コンテンツ 

マーケティング事 

業 

・多言語によるＳ

ＮＳでの情報発信

の他、多言語観光

情報サイトの更新

及び企業等が活用

する静止画、動画

情 報 の 更 新 を 行

う。 

 

 

 

⑼沖縄国際観光イ 

ノベーション事業 

・海外市場におけ

るキックオフプロ

ジェクト及び国際

旅客ハブの構築を

目指し、航空会社

等との連携プロモ

ーションを実施す

る。 

 

 

⑽沖縄観光ブラン 

 

 

 

 

 

149,477 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37,622 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

96,745 

所の都市・地域で

現地観光プロモー

シ ョ ン を 実 施 し

た。 

 

⑺海外重点市場誘 

致強化事業 

・ 重 点 市 場 （ 台

湾、香港、中国本

土、韓国）におい

て、現地関係機関

と連携し、12 か所

の都市・地域で現

地観光プロモーシ

ョンを実施した。 

 

 

⑻海外コンテンツ 

マーケティング事 

業 

・海外向け沖縄観

光情報ウェブサイ

トＶｉｓｉｔ  Ｏ

ｋｉｎａｗａ  Ｊ

ａｐａｎと関連Ｓ

ＮＳで、英語、中

国語繁体字及び簡

体字、タイ語によ

る情報発信を実施

した。 

 

⑼沖縄国際観光イ 

ノベーション事業 

・国際航空路線の

新規就航及び運航

再 開 状 況 を 踏 ま

え、重点市場及び

戦略開拓市場にお

ける誘客プロモー

ションを優先すべ

く、当該事業の実

施を見送った。 

 

⑽沖縄観光ブラン 

 

 

 

 

 

最終予算額 

154,546 

不用額 

5,069 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

42,090 

不用額 

4,468 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 
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24,519 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

156,925 

 

 

 

 

6,775 

ド戦略推進事業 

・沖縄観光の国際

的なブランドを向

上させるため、海

外市場に向けて効

果的にブランド広

告を発信し、沖縄

観光ブランドイメ

ー ジ の 浸 透 を 図

る。 

 

 

 

 

 

⑾海外富裕層向け 

プロモーション事 

業 

・海外富裕層に特

化したプロモーシ

ョンの実施と富裕

層専門のエージェ

ントと県内事業者

のマッチング機会

の創出を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑿委託事業内にお 

ける人件費、一般 

管理費及び消費税 

 

 

⒀事務費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24,519 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

140,759 

 

 

 

 

4,200 

ド戦略推進事業 

・沖縄観光ブラン

ドＢｅ．Ｏｋｉｎ

ａｗａによるブラ

ンドイメージの浸

透を図るため、動

画を 10 本制作し、

ウェブサイトやＳ

ＮＳ等を活用した

オンライン広告配

信により、欧米豪

等を中心に沖縄の

認知度向上に取り

組んだ。 

 

⑾海外富裕層向け 

プロモーション事 

業 

・フランスの海外

富裕層市場商談会

に出展し、県内事

業者とともに新規

開拓市場の富裕層

旅行会社に対する

沖縄の認知度向上

とプロモーション

を実施した。 

・国内外の海外富

裕層市場旅行会社

２社と連携し、県

内のサービスとコ

ンテンツを活用し

た商品造成を実施

した。 

 

⑿委託事業内にお 

ける人件費、一般 

管理費及び消費税 

 

 

⒀事務費 

96,745 

不用額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

24,519 

不用額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

158,808 

不用額 

18,049 

 

最終予算額 

6,775 

不用額 

2,575 
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３  事業の効果 /課題  
⑴   沖縄観光グローバル事業  

効果：  当該事業による、航空会社の就航支援及び市場別誘客プロモーション
の実施により、令和５年度末時点における那覇空港国際航空路線の運航
状況は、９路線（台北、高雄、ソウル、釜山、香港、北京、上海、シン
ガポール、クアラルンプール）、 17 社運航まで増加した（令和４年度時
点では３路線（台北、香港、仁川）、 12 社運航）。  

       また、令和５年度の外国人入域観光客数は 126 万 3500 人であり、令和
４年度の 20 万 100 人から 100 万人以上増加した。  

課題：  国際航空路線数については、新型コロナウイルス感染拡大前の 15 路線
までいまだ回復の途上であり、引き続き関係機関と連携して、同水準の
路線回復に取り組む。  

    また、外国人入域観光客の沖縄観光需要を喚起し取り込みを図るた
め、各市場で戦略的な観光プロモーションを実施し、国内外の国際空港
からの経由便を活用した欧米等の長期滞在型リゾート需要の獲得や観光
客の滞在日数の延伸に向けた取組を行う必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：国内需要安定化事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

国内需要の安定的な確保を図るため、新規需要の開拓や航空路線の拡充、ブランド 
イメージ浸透等を促すためのプロモーションを行う。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

国内需要

安定化事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

322,434 

 

 

 

 

 

 

 

198,397 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  国内需要安定

化事業  

 

 

 

 

 

 

⑴国内需要安定化  

事業  

・Ｗｅｂサイトや

ＳＮＳ等の各メデ

ィアを活用したメ

ディアプロモーシ

ョンを実施する。  

・航空会社や空港

等とのタイアップ

プロモーションを

実施する。  

 

・沖縄観光関連の

テレビ番組等メデ

ィア招へいを実施

する。  

 

・沖縄関連イベン

トでイベントプロ

モーションを実施

する。  

316,980 

 

 

 

 

 

 

 

194,422 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  国内需要安定

化事業  

 

 

 

 

 

 

⑴国内需要安定化  

事業  

・観光情報サイト

「おきなわ物語」

等を活用した、メ

ディアプロモーシ

ョンを実施した。  

・就航地を中心と

した航空会社や空

港等とのタイアッ

ププロモーション

を実施した。  

・沖縄観光の情報

を取り上げたテレ

ビ番組等メディア

招 へ い を 実 施 し

た。  

・県外で開催され

た沖縄関連イベン

トでイベントプロ

モーションを実施

☆  

最終予算額  

322,434 

執行率  

98.3％  

不用額  

5,454 

 

最終予算額  

198,397 

不用額  

3,975 
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104,350 

 

 

 

 

 

 

 

 

16,295 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,392 

 

・沖縄観光の情報

発信のための販促

ツールを作成す

る。 

 

・奄美・沖縄世界

自然遺産を活用し

たプロモーション

を実施する。 

・効果的な情報発

信のためにＷｅｂ

更新・強化を実施

する。 

 

 

 

⑵国内ブランド戦 

略事業 

・沖縄観光ブラン

ド「Ｂｅ．Ｏｋｉ

ｎａｗａ」の周知

を図るため、各種

プロモーションを

実施する。 

 

⑶国内富裕層向け 

プロモーション事 

業 

・国内富裕層市場

における沖縄の認

知度向上と誘客に

繋げるためのプロ

モーションを実施

する。 

 

⑷事務費等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

104,350 

 

 

 

 

 

 

 

 

 16,295 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,913 

した。 

・沖縄観光の情報

発信のための販促

ツールとして観光

総合ガイドブック

等を作成した。 

・奄美・沖縄世界

自然遺産を活用し

たプロモーション

を実施した。 

・旬の観光トピッ

クを活用した情報

発信を行うため、

「おきなわ物語」

の随時更新・記事

発信を実施した。 

 

⑵国内ブランド戦 

略事業 

・国内向けブラン

ドイメージ周知の

素材を作成・発信

した。 

 

 

 

⑶国内富裕層向け 

プロモーション事 

業 

・国内富裕層市場

に向けたプロモー

シ ョ ン を 実 施 し

た。 

 

 

 

⑷事務費等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

104,350 

不用額 

0 

 

 

 

 

 

最終予算額  

16,295 

不用額 

0 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

3,392 

不用額 

1,479 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 国内需要安定化事業 
効果： 新型コロナウイルス感染症の行動制限が緩和されたことに伴い、積極

的に旅行需要喚起策や各種プロモーションを実施した。その結果、旅客
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数が大幅に増加し、令和５年度の入域観光客数は 835 万 2,600 人、国内
客は 726 万 9,100 人と過去最高となった。 

課題： 入域観光客数の伸びが好調であることから、更なるリピーター創出や 
滞在日数の延伸に資するプロモーションに取り組み、観光消費額の向上
につなげる必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：観光２次交通利用促進事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容    

観光客の２次交通の利用促進のため、繁忙期において観光２次交通の利用促進
を図るため、市町村や観光事業者等が行う２次交通の確保に要する経費に対し補
助する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

観 光 ２ 次

交 通 利 用

促進事業  

30,175 １  観光２次交通  

利用促進事業  

・市町村、旅行事

業者、交通事業者

等が行うバス等の

運行に対し、補助

金を交付する。  

1,441 

 

 

 

 

 

 

１  観光２次交通  

利用促進事業  

・那覇市内（波の

上ビーチ・首里城

等）を周遊するシ

ャトルバスの運行

に対して補助を行

った。  

最終予算額  

1,530 

執行率  

94.2％  

不用額  

89 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴  観光２次交通利用促進事業  
効果：  補助事業を通じて、 315 人の観光客がシャトルバスを使って観光地を  

周遊することができ、公共交通の利用促進に繋がった。  
課題：  バス事業者の乗務員不足が顕著となっていることから、団体旅行のピ  

ーク期（ 10 月以降）に配慮した補助事業の実施が必要である。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：戦略的クルーズ観光推進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

クルーズ船の誘致及び受入体制の強化を図る。 
 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

戦 略 的 ク

ル ー ズ 観

光 推 進 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50,510 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 戦略的クルー 

ズ観光推進事業 

・展示会への出

展、プロモーショ

ン、クルーズ船社

等への誘致活動、

地域の受入体制強

化等を通して、付

加価値の高いクル

ーズの寄港の寄

港、周遊・発着ク

ルーズを戦略的に

誘致する。 

 

 

 

 

49,774 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 戦略的クルー 

ズ観光推進事業 

・展示会への出

展、プロモーショ

ン、クルーズ船社

等への誘致活動、

地域の受入体制強

化等を通して、付

加価値の高いクル

ーズの寄港の寄

港、周遊・発着ク

ルーズを戦略的に

誘致するため施策

を行った。 

 

 

 

☆  

最終予算額 

50,510 

執行率 

98.5％ 

不用額 

736 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 戦略的クルーズ観光推進事業 
効果： 令和５年３月に、日本における外国籍による国際クルーズ船の受入が 

再開されたことを受け、徐々にクルーズ船の寄港が再開されており、令 
和５年(暦年)の寄港実績は 145 回、海路客数は 23 万 2,900 人となって 
いる。 

課題： クルーズ船の寄港が段階的に回復しているが、クルーズ下船時に乗客 
・乗員のバス、タクシー待ちで行列ができるなど二次交通が課題となっ 
ている。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：Ｂｅ．Ｏｋｉｎａｗａ多言語コンタクトセンター運営事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

外国人観光客の利便性向上と、域内周遊を促進させ、観光消費の向上を図る。
（外国語コンタクトセンター運営に係る経費）  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

Ｂｅ．Ｏ

ｋｉｎａ

ｗａ多言

語コンタ

クトセン

ター運営

事業  

40,500 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  Ｂｅ．Ｏｋｉ

ｎａｗａ多言語

コンタクトセン

ター運営事業  

・チャットボット

を活用し、台風や

災害時に、来沖中

の外国人観光客に

向け、注意喚起や

避難情報を、リア

ルタイムに発信す

る 機 能 を 構 築 す

る。  

・多言語コンタク

トセンターの利用

促進に向け、広報

用のチラシとカー

ドを作成し、観光

案内所へ設置する

とともに観光業界

へ配布する。  

・県ホームページ

やＳＮＳ等を通じ

た周知活動に加え

て観光団体との会

議 等 で 紹 介 を 行

う。  

 

39,795  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  Ｂｅ．Ｏｋｉ

ｎａｗａ多言語

コンタクトセン

ター運営事業   

・チャットボット

を活用し、台風や

災害時に、来沖中

の外国人観光客に

向け、注意喚起や

避難情報を、リア

ルタイムに発信す

る 機 能 を 構 築 し

た。  

・多言語コンタク

トセンターの利用

促進に向け、広報

用のチラシとカー

ドを作成し、観光

案内所へ設置する

とともに観光業界

へ配布した。  

・県ホームページ

やＳＮＳ等を通じ

た周知活動に加え

て観光団体との会

議等で紹介を行っ

た。  

☆  

最終予算額  

40,500 

執行率  

98.3％  

不用額  

705 
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３  事業の効果 /課題  
⑴   Ｂｅ．Ｏｋｉｎａｗａ多言語コンタクトセンター運営事業 
効果： 外国人観光客が安全・安心に沖縄旅行ができる環境をサポートするた

めに、観光情報の提供、県内事業者との通訳や台風災害時の情報発信を
行い外国人観光客の満足度向上を図った。利用満足度は、87％に達し、
成果目標を超えることができた。 

課題： 同センターにおいては、人材確保が課題となっており、チャットボッ
ト機能の対話ログを増やすとともに、自動応答機能の精度向上を図り、
業務の省人化につなげていく。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  

重点施策事業名：カップルアニバーサリーツーリズム事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 28 年度～令和６年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

カップルアニバーサリー（プロポーズ、リゾートウェディング、ハネムーン、
バウリニューアル）を沖縄観光ブランドの一つと位置づけ、国内外に向けたプロ
モーション等を実施し、挙式組数の増加、観光消費額の向上を図る。  
 

２ 事業の実績  
（単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

カ ッ プ ル
ア ニ バ ー
サ リ ー ツ
ー リ ズ ム
事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35,550 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  カップルアニ

バーサリーツー

リズム事業  

・沖縄カップルア

ニバーサリーブラ

ンディングイメー

ジの発信  

 

 

 

 

・国内外に向けた

誘客プロモーショ

ンの実施  

 

 

 

 

 

・受入体制強化に

向けた取組の実施  

 

 

 

 

 

 

32,486 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  カップルアニ

バーサリーツー

リズム事業  

・プロポーズ、リ

ゾートウェディン

グ、ハネムーン、

バウ・リニューア

ルのブランドイメ

ージ（静止画）の  

制作及び発信を行

った。  

・国内２か所（横

浜、大阪）にてウ

ェディングフェア

を実施。国外にお

いては、台湾、香

港においてフェア

の開催及び出展を

実施した。  

・受入体制強化及

び商品造成を促進

するための連絡会

並びに受入事業者

のスキルアップを

目的とした研修等

を本島、宮古、八

重山で実施。  

 

☆  

最終予算額  

35,550 

執行率  

91.4％  

不用額  

3,064 
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３  事業の効果 /課題  
⑴   カップルアニバーサリーツーリズム事業 
効果： 沖縄でカップルアニバーサリーを実施することを推進し、観光消費額の

向上を図るとともに、カップルアニバーサリー前後の観光による滞在日
数の延伸を図る取組を行った。 

課題： 国内市場において、少子化や経済的な理由から結婚式をしない層、結婚
式に意味を見出せない「ナシ婚」層が一定程度いることから、カップルア
ニバーサリーに特化したブランディング強化を実施し、沖縄がカップルで
訪れる特別な場所としてのイメージ定着を図るとともに、観光地としての
質の向上を図っていく必要がある。 

   また、回復傾向にある海外市場へのプロモーションを強化し、更なる誘
客促進に向けた取組を実施していく必要がある。 
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基 本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実 施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：教育旅行推進強化事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和６年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
 １ 事業の目的・内容  

国内修学旅行市場の変化に対応し、国内修学旅行を安定的に確保するための事業
を実施するとともに、海外からの修学旅行誘致を図るための取組を実施する。 

 
２  事業の実績  

                               （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度  

備 考 計  画 実  績 

当 初 

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

教 育 旅 行

推 進 強 化

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

102,590 

 

 

 

 

 

 

 

 23,626 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 16,314 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1,493 

 

 

 

１ 教育旅行推進 

強化事業 

 

 

 

 

 

 

⑴沖縄修学旅行プ

ロモーション 

 ・沖縄修学旅行の

魅力、学習効果等

について情報を発

信 

 

 

 

 

 

⑵事前・事後学習

支援 

・沖縄への修学旅

行実施校の要望に

応じ、事前・事後

学習支援を実施 

 

 

 

 

 

 

⑶修学旅行模擬体

験提供 

・沖縄修学旅行未

実施の学校に対し

100,277 

 

 

 

 

 

 

 

 22,936 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 16,830 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1,110 

 

 

 

１ 教育旅行推進 

強化事業 

 

 

 

 

 

 

⑴沖縄修学旅行プ

ロモーション 

・修学旅行相談会

等の実施（東京、

大阪、茨城等で計

８回開催） 

・修学旅行関係者

向けモニターツア

ーの実施（計２回

開催） 

 

⑵事前・事後学習

支援 

・沖縄への修学旅

行を実施する学校

のうち、事前・事

後学習の支援を希

望 す る 学 校 に 対

し、アドバイザー

派遣等を実施（ア

ドバイザー派遣件

数：148 件） 

 

⑶修学旅行模擬体

験提供 

・沖縄修学旅行未

実施校に対しモニ

☆ 
最終予算額 
102,590 

執行率 

97.7％ 

不用額 

2,313 

 

最終予算額 

23,110 

不用額 

174 

 

 

 

 

 

 
 

最終予算額 

16,830 

不用額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

1,416 

不用額 

306 
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  5,982 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    709 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4,429 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 50,037 

 

 

沖縄修学旅行の模

擬体験を提供 

 

 

 

⑷沖縄修学旅行商

品造成支援 

・商品造成の支援

とビジネスマッチ

ングの機会を提供 

 

 

 

 

 

⑸沖縄修学旅行推

進協議会の開催 

・沖縄修学旅行の

誘致促進に向けた

効果的なプロモー

ションと受入体制

の整備に向けて、

関係者が課題の共

有と解決策を協議

する場を提供 

 

 

 

⑹海外教育旅行誘

致活動 

・海外向けプロモ

ーションやセミナ

ー等を実施 

 

 

 

 

 

⑺事務費 

 

 

 

 

 

 

  5,616 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    786 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4,098 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 48,901 

 

 

ターツアーを実施

（ 実 施 件 数 ： ６

件、参加人数： 15

名） 

 

⑷沖縄修学旅行商

品造成支援 

・県外教育旅行関

係者が求めている

修学旅行商品のニ

ーズ及び県内受入

事業者の修学旅行

提供商品に関する

実態調査を実施 

 

⑸沖縄修学旅行推

進協議会の開催 

・協議会及び５つ

の分科会（宿泊機

能 、 商 品 造 成 Ｐ

Ｒ 、 教 育 旅 行 民

泊、平和学習、輸

送機能）において

課題等の共有及び

協議を実施（協議

会１回、各分科会

２～３回開催） 

 

⑹海外教育旅行誘

致活動 

・オンラインによ

る商談会や展示会

等に参加（１回） 

・台湾教育旅行関

係者及び教育関係

社向け招へい事業

を実施（２件） 

 

⑺事務費 

 

 

 

 

 
最終予算額 

5,982 

不用額 

366 

 

 

 

 

 

 
最終予算額 

786 

不用額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
最終予算額 

4,428 

不用額 

330 

 

 

 

 

 

 
 

最終予算額 

50,038 

不用額 

1,137 

 

 
３ 事業の効果/課題  
⑴  教育旅行推進強化事業 
効果： 少子化の進行による生徒数の減少や、新幹線の新規開業による国内他地

域との競合等、外部環境が厳しさを増す中、プロモーションや課題解決等
に対する取組を継続することが、沖縄修学旅行の安定的かつ長期的な需要
確保に効果があると考えている。 

課題： 事前・事後学習提供プログラムの拡充や模擬体験提供を通して、海外や
国内他地域からの方面変更需要に対応し、新規需要の獲得を図る。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：ＧｏＴｏおきなわキャンペーン事業（継続） 
 
事 業 期 間：令和４年度～令和５年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
 １  事業の目的・内容  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大から落ち着いた後の観光需要を喚起する

ため、県内旅行の割引事業を実施する。 

    
２  事業の実績  

                               （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初 

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

ＧｏＴｏ

おきなわ

キャンペ

ーン事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21,348,664 

(5,208,652) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ＧｏＴｏお

きなわキャン

ペーン事業 

 

 

 

 

<実施期間> 

国の定める期間 

 

 

 

 

<キャンペーン 

概要> 

旅行割引率：20％ 

割引上限額 

5,000 円/人泊 

地域クーポン上限 

2,000 円/人泊 

 

⑴宿泊・旅行サ

ービスに対する

割引による観光

需要の喚起を図

る。 

 

⑵地域クーポン

21,313,749 

(5,208,652) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ＧｏＴｏお

きなわキャン

ペーン事業

（おきなわ彩

発見キャンペ

ーンＮＥＸ

Ｔ） 

<実施期間> 

Ｒ5.4.1-Ｒ5.11.

30 

(Ｒ5.4.29 から 

Ｒ5.5.7 は対象

外) 

<キャンペーン概

要> 

旅行割引率：20％ 

割引上限額 

5,000 円/人泊 

地域クーポン上限 

2,000 円/人泊 

 

⑴宿泊・旅行サ

ービスに対する

割引による観光

需要の喚起を図

った。 

 

⑵地域クーポン

最終予算額 

21,348,664 

執行率 

99.8％ 

不用額 

34,915 
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の発行による地

域経済の活性化

を図る。 

 

⑶キャンペーン

実施・運営等 

 

 

の発行による地

域経済の活性化

を図った。 

 

⑶キャンペーン

実施・運営等 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   ＧｏＴｏおきなわキャンペーン事業 
効果： 「おきなわ彩発見キャンペーンＮＥＸＴ」を実施した結果、全国の旅

行需要喚起につながり、令和５年度の国内入域観光客数は、726 万人を
超えて過去最高となった。 
○令和５年度全体 
・利用人泊数：531.4 万人 
・割引適用額：141 億円（旅行割引:約 87 億円、 

地域クーポン:約 54 億円） 
課題： 地域クーポンの活用等により、事業効果は発揮されたところである

が、事業終了後の反動などが懸念される。他の事業により、消費単価の
拡大や、宿泊日数の延伸など、観光収入増大に寄与するプロモーション
を効果的に行う必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：観光２次交通結節点機能強化事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和５年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容    

観光２次交通結節点や、主要ホテルやレンタカー事業所を周遊する小型バス 
等を運行し、レンタカー貸渡場所の分散化を図る取組を実施する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

観 光 ２ 次

交 通 結 節

点 機 能 強

化事業 

53,165 １ 観光２次交通 

結節点機能強化 

事業 

・観光２次交通結

節点の設置に向け

た事前調査を行

う。 

 

 

 

 

 

・那覇空港におけ

るレンタカー等の

不適切な受渡し及

び交通渋滞対策に

係る交通誘導警備

を実施する。 

 

20,011 

 

 

 

 

 

 

１ 観光２次交通 

結節点機能強化 

事業 

・観光２次交通結

節点の設置に向け

た事前調査（車両

の同線・モデルル

ート、歩行者への

影響、結節点利用

方法、観光客への

アンケート等）を

行った。 

・大阪航空局那覇

空港事務所及び那

覇空港ビルディン

グと連携し、那覇

空港３階に警備員

を配置し、レンタ

カー等の不適切な

受渡しや交通渋滞

対策に係る警備業

務を実施した。 

 

最終予算額 

20,029 

執行率 

99.9％ 

不用額 

18 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 観光２次交通結節点機能強化事業 
効果： 観光２次交通結節点の設置に向けた事前調査等を実施したことによ 

り、令和６年度から実施する北谷町美浜駐車場への観光２次交通結節点 
の設置（実証事業）に繋がった。 
 大阪航空局那覇空港事務所及び那覇空港ビルディング等の関係機関と 
協力・連携して那覇空港３階ダブルデッキでのレンタカー等の不適切な 
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受渡し及び交通渋滞対策に取り組むことができた。 
課題： 観光２次交通結節点の設置に向けては、交通広場を設置するだけでは 

なく、観光客が多様な交通手段を利用できるよう、結節点を基点とする 
バスの運行、レンタカー営業所等との接続等、結節点の機能強化に向け 
たその他の取組と連携して進めていく必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  

  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：沖縄観光コンテンツ開発支援事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 30 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

国内外の観光誘客等の拡大を図るため、沖縄の観光資源を活用した観光商品
(高付加価値型観光）の開発への取組を支援する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖縄観光

コンテン

ツ開発支  

援事業    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100,037 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄観光コン

テンツ開発支援

事業  

・沖縄の観光資源

（自然、文化、歴

史等）を活用した

多彩で質の高い観

光コンテンツ開発

に取り組む民間事

業者等に対し、支

援を行う。  

 

 

83,520 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄観光コン

テンツ開発支援

事業  

・沖縄の観光資源

（自然、文化、歴

史等）を活用した

多彩で質の高い観

光コンテンツ開発

に取り組む民間事

業者等に対し、支

援を行った。  

（ 支 援 件 数 ： 11

件） 

 

 

☆  

最終予算額 

100,037 

執行率  

83.5％  

不用額  

16,517 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   沖縄観光コンテンツ開発支援事業  
効果：   沖縄の地域資源を活用した多彩で質の高い観光コンテンツ開発を支援

したことにより、観光消費額の向上や滞在日数の延伸に寄与した。  
課題：  世界から選ばれる持続可能な観光地形成に向けて、継続して沖縄のソ

フトパワーを生かしたツーリズムを推進する必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：沖縄ワーケーション促進事業（継続） 
 
事 業 期 間：令和２年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
 １  事業の目的・内容  

国内観光客の増加、滞在日数の延伸及び来訪時期の平準化を図るため、県外企
業等に対し、沖縄でのワーケーションを促進するプロモーションやモニターツア
ー等を行い、沖縄でのワーケーションの導入・実施につなげる。 

 
２  事業の実績  

                                （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

沖 縄 ワ ー

ケ ー シ ョ

ン 促 進 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55,178 

 

 

 

 

 

 

 

32,307 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22,019 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄ワーケー

ション促進事業 

・沖縄でワーケー

ションを体験して

もらうため、関係

者の招へいツアー

をする。 

・沖縄でのワーケ

ーションの魅力を

発信する。 

・イベント出展等

する。 

 

 

 

 

２ 沖縄県ワーケ

ーション連携促

進事業 

・沖縄リゾートワ

54,014 

 

 

 

 

 

 

 

32,307 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21,113 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄ワーケー

ション促進事業 

・沖縄でワーケー

ションを体験して

もらうため、関係

者の招へいツアー

を実施した。 

・沖縄でのワーケ

ーションの魅力を

発信した。 

・ツーリズムＥＸ

ＰＯジャパン、Ｒ

ｅｓｏｒ Ｔｅｃ

ｈ ＥＸＰＯに参

加 

 

２ 沖縄県ワーケ

ーション連携促

進事業 

・沖縄リゾートワ

☆ 

最終予算額 

55,178 

執行率 

97.9％ 

不用額 

1,164 

 

最終予算額 

32,307 

不要額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

22,019 

不用額 

906 
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  852 

 

ーケーション推進

協議会の活動を支

援する。 

 

３ 事務費等 

 

 

 

 

 

   594 

 

ーケーション推進

協議会の活動を支

援した。 

 

３ 事務費等 

 

 

 

 

 

最終予算額 

852 

不用額 

258 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 沖縄ワーケーション促進事業 
効果： ビジネスリーダー及び「Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ」に興味がある県外企

業に対し、プロモーションを実施することで、沖縄でのワーケーション
の認知度向上に繋がった。 

課題： 他地域との差別化を図るため、沖縄の特色である世界自然遺産等を活
用したワーケーションを発信するなど、沖縄独自の過ごし方をＰＲする
必要がある。 

⑵ 沖縄ワーケーション連携促進事業 
効果： 沖縄におけるワーケーションの情報集約・発信等を一元的に行うた

め、県内におけるワーケーションができるホテルやコワーキング施設な
どを情報発信するＷｅｂサイトを作成し、それぞれの施設の特色などを
詳しく掲載する特集記事を掲載した。 

課題： 引き続き、県内におけるワーケーション施設等の情報集約・発信等を
行うとともに、協議会として誘客や受入等ができるような体制を構築す
るほか、現在のワーケーションのニーズを的確に把握し、効果的な発信
ができるようにする必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：観光危機管理体制構築支援事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

観光地としての安心安全を確保するため関係機関と連携して観光危機管理に関
する先導的な取組を実施し、県内各地に波及、拡大を図る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

観光危機

管理体制

構築支援

事業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25,859 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光危機管理

体制構築支援事

業 

・観光危機管理計

画の周知 

 

 

 

 

 

 

・市町村の観光危

機管理計画策定支

援を実施する。 

 

 

 

 

・災害等危機時に

おける、計画の検

証、関係機関相互

の連携強化等を図

ることを目的に、

観光危機管理の図

上訓練を実施す

る。 

 

 

 

25,783 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光危機管理

体制構築支援事

業 

・観光危機管理計

画の周知のため、

ワークショップ型

の勉強会を計４回

開催し、12 市町

村、11 のホテル等

観光関連事業者が

参加した。 

・市町村の観光危

機管理計画策定支

援のため、５市町

村へのヒアリング

をオンラインで実

施し、課題を整理

した。 

・災害等危機時に

おける、計画の検

証、関係機関相互

の連携強化等を図

ることを目的に、

計３回の事前勉強

会を実施した。ま

た、観光危機管理

図上訓練につい

て、帰宅支援対策

を盛り込み実施、

☆ 

最終予算額 

25,859 

執行率 

99.7％ 

不用額 

76 
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・海外向けの情報

発信文等の翻訳及

び情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

34 団体、114 名が

参加した。 

・海外向けの情報

発信文等の翻訳及

び情報発信とし

て、国際線の再開

時に、体調不良時

の相談フロー図を

多言語で制作し、

ＷＥＢ等で情報発

信を行った。 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 観光危機管理体制構築支援事業 
効果： 観光危機管理計画に関する勉強会や市町村向けの策定支援等により 

令和５年度末計画策定市町村数は、18 市町村となっていることから、
着実に増加している状況である。 

課題： 観光危機管理計画を策定している市町村が 18 市町村と、半分以下と
なっていることから、引き続き、策定に向けた支援を行うとともに、セ
ミナーや図上訓練を実施することで、県全体の観光危機に対する意識啓
発に努めていく必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：文化資源を活用した沖縄観光の魅力アップ支援事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和８年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課 
 
１  事業の目的・内容  

沖縄特有の文化資源を活用した新たな観光メニューを確立させるため、文化コ
ンテンツを含む旅行商品造成プログラムモデルを構築するとともに、観光客の沖
縄の芸能に対する認知度や理解度を高めるための文化体験等の取組を行い、沖縄
観光の誘客を図る。 

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初 

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

文 化 資 源
を 活 用 し
た 沖 縄 観
光 の 魅 力
ア ッ プ 支
援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26,050 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  文 化 資 源を 活
用 し た 沖 縄 観 光
の 魅 力 ア ッ プ 支
援事業 

・ 旅 行商 品造成 プ
ログラム モデル の
構築を行う。 
・ 文 化体 験プロ グ
ラムモデ ルの構 築
と、公演 の広報 活
動などを行う。 
・ マ グネ ットコ ン
テンツ育 成事業 と
して、公 募採択 さ
れた団体 へ補助 金
を交付する。 
・ 県 外に おける 沖
縄芸能の 上演プ ロ
モーショ ン活動 と
して国立 劇場お き
なわへ補 助金を 交
付する。 

25,340 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１  文化資源を活
用した沖縄観光
の魅力アップ支
援事業 

・旅行商品造成プ
ログラムモデルの
構築を行った。 
・文化体験プログ
ラムモデルの構築
と、公演の広報活
動などを行った。 
・マグネットコン
テンツ育成事業と
して補助金 2,500
千円を交付した。 
 
・県外における沖
縄芸能の上演プロ
モーション活動と
して国立劇場おき
な わ へ 補 助 金
4,056 千 円交付し
た。 

☆ 

最終予算額 

26,050 

執行率 

97.2％ 

不用額 

710 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   文化資源を活用した沖縄観光の魅力アップ支援事業 

   効果： 沖縄特有の文化資源を活用した新たな観光メニューの確立として、商
品造成プログラム２件、文化体験プログラムモデル５団体を登録し、
観光施設等への派遣を実施。 

   課題： 文化資源を活用した観光メニューを確立させるには、長期の取組が必
要である。観光客の沖縄の芸能に対する認知度や理解度を高めるた
め、引き続き、支援を行う必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：しまじまの芸能を活用した文化観光コンテンツ創出事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和５年度～令和７年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課 
 
１  事業の目的・内容  

文化資源を活用した観光コンテンツ創出や文化観光の推進に向けた取組を実施
する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

し ま じ ま

の 芸 能 を

活 用 し た

文 化 観 光

コ ン テ ン

ツ 創 出 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46,864 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  しまじまの芸

能を活用した文

化観光コンテン

ツ創出事業 

・県内各地域の伝

統芸能等の実態調

査及び課題解決に

む け た 支 援 を す

る。 

 

 

 

 

 

・沖縄県伝統芸能

祭の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38,272 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  しまじまの芸

能を活用した文

化観光コンテン

ツ創出事業 

・地域の芸能団他

（296 団体）にア

ンケート調査を実

施し、ハンズオン

支援希望団体（57

団体）のカルテを

作成し、文化資源

の掘り起こしと活

動実態及び課題を

把握した。 

・「沖縄県伝統芸

能祭」を開催し、

14 の芸能団体に、

に 出 演 し て も ら

い、合計 565 人の

観客に地域の伝統

文化を披露するこ

とができた。（本

島２回、離島１回

開催） 

 

最終予算額 

38,272 

執行率 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   しまじまの芸能を活用した文化観光コンテンツ創出事業 
効果： 地域の文化芸能団体 57 団体のカルテを作成し、文化資源の掘り起こ

しと活動実態及び課題を把握できた。引き続き、令和６年度以降の各団
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体の支援につなげる。 
また、14 の芸能団体に「沖縄県伝統芸能祭」に出演してもらい、文

化資源を活用した観光コンテンツ創出や文化観光の推進につなげた。 
課題： 「沖縄県伝統芸能祭」３公演の県外来場者は１割程度（61 人 /565

人）であり、県外・国外の観光客の集客が課題となった。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：観光人材確保支援事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和５年度～令和７年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

観光事業者の生産性向上に資する取組を支援するとともに、観光業界における
様々な取組を伝える広報、合同就職説明会、インターンシップ等を実施する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

観 光 人 材

確 保 支 援

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

248,994 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光人材確保

支援事業 

・従業員の労働環

境を改善し、人材

の確保・定着を図

るため、観光事業

者の生産性向上に

資する取組を支援

することとしてい

る。  

 

・県内宿泊施設、

観光施設等におけ

る職場訓練や観光

業界に特化した就

職説明会の開催を

通じて、観光事業

者と求職者とのマ

ッチング機会を創

出するとともに、

観光現場における

様々な取組を伝え

る広報、就職イベ

ントの周知に取り

組むこととしてい

る。 

188,315 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光人材確保

支援事業 

・自動チェックイ

ン機やお掃除ロボ

ットの導入、シス

テム構築など観光

事業者の生産性向

上に資する取組に

ついて、13 社  、

92,394 千 円 交 付

した。 

・観光事業者と求

職者とのマッチン

グに関して、 

①「県内外での合

同就職説明会」の

参加者 275 名 

②「職場見学バス

ツアー」の参加者

114 名 

③ 「 職 場訓 練 (イ

ン ター ン )」 の 参

加者 92 名 

延べ 481 名とマッ

チングを行った。 

 

・観光現場におけ

る様々な取組を伝

え る 広 報 に つ い

最終予算額 

192,261 

執行率 

97.9％ 

不用額 

3,946 
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て、観光現場で働

く人を取材し、Ｗ

ｅｂサイトや新聞

紙面、ＳＮＳ等に

おいて業界の魅力

を発信した。 

 

 
３  事業の効果 /課題  
 ⑴ 観光人材確保支援事業 

効果： 合同就職説明会や見学バスツアー、インターンの参加者アンケート調
査を行ったところ、全体の約８割が「観光業への就職意欲が高まった」
と回答していることから、観光業界に対する魅力の向上に一定程度寄与
したものと考える。 

課題： 観光業界に興味を持ってもらう人材を養成できるよう、将来の沖縄観
光を担う子ども達にも魅力を伝えていく必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 

重点施策事業名：観光人材育成・確保促進事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 30 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

国際観光地としての受入体制を強化するため、国内外の観光客が満足する質の
高いサービスを提供する人材を育成・確保する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

観 光 人 材

育 成 ・ 確

保 促 進 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62,605 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光人材育成

 ・確保促進事業 

・観光関連事業者

が共通に抱える課

題に取り組むため

集合型研修等を開

催する（100 事業

者）。 

・オンラインセミ

ナー動画を配信す

る。（20 動画） 

 

・学生と企業のマ

ッチングイベント

を開催する。 

 

 

 

61,721 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光人材育成

・確保促進事業 

・観光関連事業者

が共通に抱える課

題に取り組むため

集合型研修等を開

催し 158 事業者が

参加した。 

・オンラインセミ

ナーの動画を 10

コンテンツ配信し

た。（20 動画） 

・学生と企業のマ

ッチングイベント

を開催した（出展

企業 21 社、来場

者 125 名） 

 

☆ 

最終予算額 

62,605 

執行率 

98.6％ 

不用額 

884 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 観光人材育成・確保促進事業 
効果： 観光関連従事者を対象に 39 回の研修を実施し、目標値を上回った。

また、観光業界の喫緊の課題である人手不足を解消するため、人材確保
に資するセミナーやマッチングイベントを開催した。集合型研修におい
て 158 事業者が参加しており、観光客が満足する高いサービスを提供で
きる人材の確保に寄与している。 

課題： 観光業界においては、引き続き人手不足の状況にあることから、人材 
   確保に向けた支援を継続して実施していく必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：マリンレジャー事故防止調査対策事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和５年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

海の安全マップシステムを構築するとともに、観光客や事業者に対し事故情報
やマリンレジャーに関する正しい知識等を周知することにより水難事故の未然防
止を図る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

マ リ ン レ

ジ ャ ー 事

故 防 止 調

査 対 策 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30,133 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ マリンレジャ 

ー事故防止調査

対策事業 

・海の安全啓発ツ

ールを観光関連事

業者等に対して設

置協力依頼を行

い、観光客へ周知

啓発を図る。 

・ライフセーバー

等による観光客に

向けた海の安全講

習会を沖縄本島、

宮古圏域、八重山

圏域で注意喚起を

行う。 

 

 

・マリンレジャー

事業者を対象とし

た水難事故防止に

向けた安全対策に

関する意識向上の

セミナーを行う。 

 

30,014 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ マリンレジャ 

ー事故防止調査

対策事業 

・海の安全啓発ツ

ールを観光関連事

業者等に対して設

置協力依頼を行

い、観光客へ周知

啓発を図った。 

・ライフセーバー

等による観光客に

向けた海の安全講

習会を沖縄本島、

宮古圏域、八重山

圏域で 28 回実施

し、約 4,400 名に

注意喚起を行っ

た。 

・マリンレジャー

事業者を対象とし

た水難事故防止に

向けた安全対策に

関する意識向上の

セミナーを行っ

た。 

最終予算額 

30,133 

執行率 

99.6％ 

不用額 

119 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ マリンレジャー事故防止調査対策事業 
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効果：  観光客が利用しやすい空港、ホテル、レンタカー等で海の安全啓発ツ
ールの周知啓発をするとともに、海の安全講習会を通じて観光客に注意
喚起を行うことで水難事故防止と安全対策の意識啓発に繋がった。  

課題：  海の安全啓発ツールの周知啓発は県警察、海上保安庁等の関係機関も
ポスター、リーフレット等の掲示や配布を行っているが、設置箇所に横
並びになっていることがあるため、関係機関で協議を行い、同様な情報
は集約して閲覧者に配慮した掲示や配布を行う。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
 
重点施策事業名：マリンタウン大型ＭＩＣＥ施設整備・エリア形成事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和５年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 ＭＩＣＥ推進課 
 
１  事業の目的・内容  

大型ＭＩＣＥ施設とマリンタウンＭＩＣＥエリア全体の周辺環境の整備に向 
けた取組（実施方針、公募要領、要求水準等のＰＦＩ法に基づく手続）を推進 
する。    

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

マ リ ン タ

ウ ン 大 型

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

施 設 整 備

・ エ リ ア

形成事業 

 

 

 

 

 

 

 

43,315 

 

１ マリンタウン

大型ＭＩＣＥ施

設整備・エリア

形成事業 

・大型ＭＩＣＥ施

設とマリンタウン

ＭＩＣＥエリア全

体の周辺環境の整

備に向けた取組

（実施方針、公募

要領、要求水準等

のＰＦＩ法に基づ

く手続）を推進す

る。 

42,160 

 

１ マリンタウン

大型ＭＩＣＥ施

設整備・エリア

形成事業 

・大型ＭＩＣＥ施

設とマリンタウン

ＭＩＣＥエリア全

体の周辺環境の整

備に向け、実施方

針に関する条例の

施行、実施方針及

び要求水準書

（案）を公表し

た。 

最終予算額 

43,315 

執行率 

97.3％ 

不用額 

1,155 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   マリンタウン大型ＭＩＣＥ施設整備・エリア形成事業 
効果： 令和５年７月に沖縄県マリンタウン国際会議・大型展示場整備運営等

事業に係る実施方針に関する条例を施行し、同年 10 月に実施方針を、
12 月に要求水準書（案）を公表した。 
また、上記取組と並行して大型ＭＩＣＥエリア振興に関する協議会及

び幹事会を開催した。 
課題： 落札者の決定に向けた入札公告に向けての手続を進める必要がある。 

また、民間事業者とのサウンディング、関係市町村との連携を進めな
がら、周辺公共施設等を活用したＭＩＣＥエリア全体の環境整備、ＳＤ
Ｇｓやデータ・新技術を活用したスマートシティ化など、魅力あるエリ
ア形成の推進に向けて取り組む必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
 
重点施策事業名：戦略的ＭＩＣＥ誘致促進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 ＭＩＣＥ推進課 
 
 １  事業の目的・内容  

回復傾向にある国内外のＭＩＣＥ需要を沖縄へ引き込むための積極的な誘致・
プロモーション活動の展開に取り組む。 

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

戦 略 的 

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

誘 致 促 進

事業 

 

 

 

 

 

 

 

211,023 

 

１  戦 略 的 Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ 誘 致 促 進

事業 

・ 国 内 外 の Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ 見 本 市 ・ 商

談 会 へ の 参 加 及

び セ ミ ナ ー 開 催

等 を 通 じ て 、 誘

致 ・ 広 報 事 業 を

実施する。 

・ 沖 縄 県 内 で 開

催 さ れ る 国 際 学

会 等 に 対 し 、 支

援を実施する。 

・ 沖 縄 Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

振 興 戦 略 に 基 づ

き 、 産 学 官 の 連

携 体 制 を 強 化 ・

拡 充 し 、 地 域 に

お け る Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

受 入 体 制 の 充 実

を図る。 

198,304 １  戦 略 的 Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ 誘 致 促 進

事業 

・ 国 内 外 の Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ バ イ ヤ ー 向

け 商 談 会 に 参 加

し(７回)、104 件

の 商 談 を 行 っ

た。 

 

・支援実績は 53

件であった。 

 

 

・ 沖 縄 Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

ネットワーク (会

員数 208 団体)を

運 営 し 、 勉 強 会

（ ２ 回 ） 、 部 会

（ ５ 回 ） を 開 催

した。 

 

 

 

☆ 

最終予算額 

211,023 

執行率 

93.9％ 

不用額 

12,719 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   戦略的ＭＩＣＥ誘致促進事業 
効果： 国内外の商談会参加により、ＭＩＣＥ開催地としての沖縄の認知度向

上を図ったほか、県独自の商談会を開催し、県内事業者と国内外の旅行
業者等とのビジネス機会を創出した。 
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貸切バスやコンベンション開催支援により、沖縄でのＭＩＣＥ開催に
繋げることができた。 
沖縄ＭＩＣＥネットワークの運営を通じた産学官の連携強化により、

受入体制の充実が図られた。 
課題： 沖縄でのＭＩＣＥ開催の誘致、主催者・参加者の満足度向上による定

着化に繋げるため、継続的に関連事業者の連携強化を図るほか、ビジネ
ス機会の創出等に戦略的に取り組む必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
 
重点施策事業名：ＭＩＣＥ受入体制強化等事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  ＭＩＣＥ推進課  
 
１  事業の目的・内容  

   全県的なＭＩＣＥ受入体制の強化（ＭＩＣＥ専門人材の育成、アドバイザー派
遣）、沖縄らしさを活用してＭＩＣＥ参加者の満足度を向上させる開催歓迎支援
の充実を図る。  

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

受 入 体 制

強 化 等 事

業  

 

 

 

 

 

 

 

43,065 

 

１  ＭＩＣＥ受入

体制強化等事業  

・ＭＩＣＥ案件

の獲得からオペレ

ーション業務に至

るまでのノウハウ

及びＭＩＣＥに関

する幅広い見識習

得のための講座、

セミナーを開催す

る。  

・多様化する主催

者ニーズについて

課題を抱えるＭＩ

ＣＥ関連事業者に

対し、専門アドバ

イザーを派遣し、

指導、助言を行

う。  

・沖縄でのＭＩＣ

Ｅ開催に対する歓

迎支援として、空

港歓迎式や芸能ア

トラクション等の

派遣等を行う。  

 

 

40,283 

 

１  ＭＩＣＥ受入

体制強化等事業  

・全８回（オンラ

イン６回、集合型

２回）の講座を開

催し、参加者は延

べ 271 名であっ

た。  

 

 

 

・５事業者に派遣

を行い、派遣回数

は 13 回であっ

た。  

 

 

 

 

・支援メニューの

提供実績は 125 件

であった。  

 

最終予算額  

43,065 

執行率  

93.5％  

不用額  

2,782 
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３  事業の効果 /課題  
⑴   ＭＩＣＥ受入体制強化等事業 
効果： 受講後のアンケート結果では参加者の 98％がスキルアップ・能力向

上の実感を持ったとの回答を得た。 
       専門アドバイザー派遣事業については、課題解決に向けた取組の指導

により、活用した全５事業者から「非常に役立った」、「役立った」と
の回答を得ることができた。 
開催歓迎支援のアンケートでは「大変満足・おおむね満足」という回

答が約８割に上り、主催・参加者の満足度向上に貢献した。 
課題： コロナ禍後のＭＩＣＥ実績の増加により人手不足が顕著となり、セミ

ナーやアドバイザー派遣の対応が困難な事業者が多いため、事業者が活
用しやすい工夫が求められる。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：スポーツツーリズム戦略推進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成24年度～令和13年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

沖縄の温暖な気候とスポーツ資源を活用した新たな観光メニューであるスポー
ツツーリズムの普及・定着を図り、スポーツを通した観光誘客を促進する各取組
を実施する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

ス ポ ー ツ

ツ ー リ ズ

ム戦略推 

進事業  

      

263,776 

 

 

 

 

 

 

 

24,125 

 

 

 

 

 

 

 

61,130 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ スポーツイベ 

ント支援事業 

・県内で開催する

スポーツイベント

に対する補助 

 

 

 

２ スポーツ観光 

戦略的誘客促進

事業 

・沖縄県へのスポ

ーツ旅行に係るプ

ロモーション。 

 

 

 

 

 

 

251,255 

 

 

 

 

 

 

 

23,186 

 

 

 

 

 

 

 

65,632 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ スポーツイベ 

ント支援事業 

・県内で開催する

スポーツイベント

に対する補助４件 

 

 

 

２ スポーツ観光 

戦略的誘客促進

事業 

・メディアの活

用、スポーツイベ

ントへの出展等に

よるプロモーショ

ン実施件数52件 

 

 

 

 

☆ 

最終予算額 

263,776 

執行率 

95.3％ 

不用額 

12,521 

 

最終予算額  

24,125 

執行率 

96.1％ 

不用額 

939 

 

 

最終予算額 

65,872 

執行率 

99.6％ 

不用額 

240 
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31,938 

 

 

 

 

 

 

 

 

30,000 

 

 

 

 

 

 

 

66,835 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49,748 

 

３  プロ野球キャ

ンプ等訪問観光

促進事業  

・ＳＮＳ活用プロ

モーション、空港

・国際通りへの歓

迎バナー掲出  

 

 

４  スポーツコミ

ッション沖縄体

制整備事業  

・スポーツコンベ

ンションの受入に

係るワンストップ

窓口設置。  

 

５  スポーツコン

ベンション誘致

戦略推進事業  

・スポーツコンベ

ンションの拡大発

展を図るためキー

パーソン招へい及

び団体合宿実証の

実施。  

 

６  サッカーキャ

ンプ誘致戦略推

進事業  

・サッカーキャン

プ誘致、芝生環境

の向上による受入

体制の強化等。  

31,852  

 

 

 

 

 

 

 

 

30,000 

 

 

 

 

 

 

 

50,838 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49,747 

 

 

 

 

３  プロ野球キャ

ンプ等訪問観光

促進事業  

・ＳＮＳ活用プロ

モーション、空港

・国際通りへの歓

迎バナー掲出を実

施  

 

４  スポーツコミ

ッション沖縄体

制整備事業  

・スポーツコミッ

ション相談件数  

248 件  

 

 

５  スポーツコン

ベンション誘致

戦略推進事業  

・キーパーソン招

へい３件、団体合

宿 実 証 13 件 実

施。  

 

 

 

６  サッカーキャ

ンプ誘致戦略推

進事業  

・ 27 クラブチーム

（うちＪリーグ 19

クラブ）誘致。  

・受入グラウンド

の創出支援１件、

グラウンドの巡回

支援 18施設実施。  

 

最終予算額  

31,938 

執行率  

99.7％  

不用額  

86 

 

 

 

最終予算額  

30,000 

執行率  

100％  

 

 

 

 

最終予算額  

6 2 , 0 9 3  

執行率  

81.9％  

不用額  

11,255 

 

 

 

 

最終予算額  

49,748 

執行率  

99.9％  

不用額  

1 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴  スポーツイベント支援事業  
効果：  スポーツイベントモデル事業への支援を行い、新たなスポーツイベン

トの創出や定着化を図った。  
課題：  創出したイベントの自走化には、資金調達力や運営力を向上させる必

要がある。そのため、集客方法や運営などのノウハウを持つ有識者によ
る指導・助言が重要である。  
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⑵ スポーツ観光戦略的誘客促進事業 
効果：  沖縄の年間を通じて温暖な気候とスポーツ資源を活用したスポーツ  

ツーリズムの普及・定着を図るため、テレビ、専門誌、イベント、交通
機関サイネージ、ウェブ等を活用した多角的なプロモーション等を実施
し、本県への観光誘客を促進した。  

課題：  沖縄へのスポーツを目的とした観光誘客を増加・定着させるために
は、沖縄の優位性・独自性を生かしたＰＲだけではなく、新たな付加価
値構築が必要となってくる。今後はスポーツに係る観光誘客を更に消費
単価の拡大につなげる取組を検討する必要がある。  

⑶  プロ野球キャンプ等訪問観光促進事業 
効果：  キャンプ来訪へのＰＲ活動、プロ野球キャンプ情報ＷＥＢサイトの構

築、キャンプガイドブックの配布を行い、キャンプ来訪者の利便性の向
上を図るとともに、新規誘客に向けた広報・宣伝を行った。  

    受入市町村、球団等関係機関との連携・協力を強化し、キャンプ期間  
   中の魅力的なコンテンツ開発（デジタルスタンプラリー）等の取組を行  

うことで、プロ野球キャンプを目的とした本県への観光誘客を促進し
た。  

課題：  受入市町村や球団と連携し、来訪意欲につながるプロモーションや来
訪者満足度を高める取組を引き続き行っていく必要がある。  

⑷  スポーツコミッション沖縄体制整備事業  
効果：  ＷＥＢサイトにおける県内スポーツ施設の情報掲載、ＳＮＳ等を活用

した情報発信により、本県のスポーツ環境のＰＲを実施し、令和５年度
における国内外代表チームによる県内合宿件数は 25 件となった。  

課題：  コロナ後の合宿需要が増加しており、受入市町村や宿泊施設等の関係  
      機関との連携を強化する必要がある。  

⑸  スポーツコンベンション誘致戦略推進事業 
効果：  スポーツコンベンションの拡大発展に向け、受入希望市町村と連携

し、海外誘致活動及びスポーツキーパーソン招へい等に取り組んだ。令
和５年度は、３件のスポーツキーパーソンの招へい及び 13 件の団体合
宿実証を実施し、これまでに合宿実績のない新たな競技（相撲等）の合
宿誘致に繋がった。  

課題：  県内施設や受入体制で抽出された設備劣化等の課題を検証し、継続的
な合宿実施に繋げる体制を構築する必要がある。  

⑹  サッカーキャンプ誘致戦略推進事業 
効果：  サッカーキャンプ受入市町村及びキャンプ実施クラブ等との連携を強  

      化し、「スポーツアイランド沖縄」の認知向上及びキャンプ地としての  
魅力を発信した。  

       また、県内全域のグラウンド芝環境の向上のため、各地のグラウンド  
      を巡回し、土壌調査や、県内外のグラウンドのクオリティを比較し、芝  

管理手法の情報共有等を通して、芝管理技術の底上げができた。  
課題：  サッカーキャンプを目的とした県外観光客数の増加を図るため、県外  
   向けプロモーションやトレーニング及びトレーニングマッチの公開の促  

進、観戦環境の改善に向けた調整・検討を行う必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：サッカースタジアム整備等推進事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和５年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 ＭＩＣＥ推進課 
 
１  事業の目的・内容  

Ｊリーグ規格スタジアムの整備に向け、整備財源や整備手法等について検討を
進める。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

サッカー

スタジア

ム整備等

推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  サッカースタ

ジアム整備等推

進事業 

・国内外からのス

ポーツコンベンシ

ョンの誘致を図る

ため、サッカース

タジアムを整備す

るに当たり、施設

の詳細検討や運営

収支の精緻化を行

う。 

 

21,902 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ サッカースタ

ジアム整備等推

進事業 

・現整備計画等を

踏まえ、段階整備

の比較、運営収支

改善の検討を行っ

た上で、ＰＦＩ手

法の事業スキーム

等の検討調査を行

った。 

 

 

 

最終予算額 

21,928 

執行率 

99.9％ 

不用額 

26 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   サッカースタジアム整備等推進事業 
効果： 整備費縮減と効率的な運営のための段階整備の検討、有識者ヒアリン

グや民間事業者サウンディング調査による事業手法、施設規模や配置、
賑わい創出等、ＰＦＩ手法の可能性を含むスタジアム整備に向けた検討
を進めた。 

課題： 令和５年度の検討結果等を踏まえ、スタジアムの整備着手に向けた法
手続のため、関係者との調整を進める必要がある。また、段階整備等に
対応するため、平成 29 年度に策定した「Ｊリーグ規格スタジアム整備
基本計画」の改定を行う必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2023 の開催支援  

（新規）  
 
事 業 期 間：令和５年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  スポーツ振興課  
 
１  事業の目的・内容  

   ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2023 の開催に向けた受入体制の構
築及び沖縄の子ども達との交流創出等、本大会を活用した地域・経済の振興に関
する取組を実施する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

ＦＩＢＡ

バスケッ

トボール

ワールド

カップ

2023 推進

事業  

 

 

224,466 

 

 

 

 

 

 

１  ＦＩＢＡバス

ケットボールワ

ールドカップ  

2023 推進事業  

・機運醸成、輸送

や渋滞対策、警備

体制の構築、ファ

ンゾーンの設置、

子ども達招待等を

実施する。  

 

 

 

 

 

204,393 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  ＦＩＢＡバス

ケットボールワ

ールドカップ  

2023 推進事業  

・公共交通機関、

那覇空港、アメリ

カンビレッジ等で

シティドレッシン

グを行い、プロモ

ーションを実施。  

・ 那 覇 市 、 沖 縄

市、宜野湾市、北

谷町の４か所にフ

ァ ン ゾ ー ン を 設

置。  

・ 9,784 人の子ど

も達を招待した。  

 

 

 

最終予算額  

224,466 

執行率  

91.1％  

不用額  

20,073 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2023 推進事業  
効果：  ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2023 沖縄グループステー

ジには約 12 万５千人が訪れ、開催地支援協議会（県、沖縄市、那覇
市、宜野湾市、北谷町、県教育庁、ＦＩＢＡバスケットボールワールド
カップ 2023 日本組織委員会等で構成）による機運醸成、輸送や渋滞対
策、警備体制の構築、ファンゾーンの設置や離島を含めた１万人の子ど
も達招待など、様々な取組を計画に基づき実施し、大会の成功に寄与す
ることができた。  
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課題： ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2023 の開催により得られ
たノウハウ、構築されたレガシーを、今後実施する大規模大会などに活
用できるかが課題となる。 



－ 403 －

基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：スポーツアイランド沖縄形成に向けた付加価値構築支援事業  

（継続）  
 
事 業 期 間：令和４年度～令和 13年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  スポーツ振興課  
 
１  事業の目的・内容  

スポーツアイランド沖縄の形成を推進するため、各種産業の連携による、沖縄
におけるスポーツの付加価値構築に向けた実証を支援することで、更なるスポー
ツコンベンションの推進等を図るとともに、スポーツ関連産業における新たなビ
ジネスモデル（産業）の創出を図る。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

ス ポ ー ツ

ア イ ラ ン

ド 沖 縄 形

成 に 向 け

た 付 加 価

値 構 築 支

援事業  

67,592 １  スポーツアイ

ランド沖縄形成

に向けた付加価

値構築支援事業  

・スポーツ関連産

業における新たな

ビジネスモデルへ

の補助  

55,187 １  スポーツアイ

ランド沖縄形成

に向けた付加価

値構築支援事業  

・スポーツ関連産

業における新たな

ビジネスモデルへ

の補助８件  

 

 

☆  

最終予算額  

67,592 

執行率  

81.6％  

不用額  

12,405 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴  スポーツアイランド沖縄形成に向けた付加価値構築支援事業  
効果：  県内のスポーツ関連事業等における付加価値の向上を図るビジネスモ

デル等に対して支援し、新たな商品やサービスを創出した。  
課題：  ものづくり、ＩＣＴや医・科学分野など、スポーツ以外の他の産業や

サービスとスポーツ事業者との連携を深めた提案の増加を促進する。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：競技力維持・向上対策事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 23 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

競技力を向上させるための事業等への支援や国民体育大会（現：国民スポーツ
大会）及び九州ブロック大会への選手派遣等を行い、全国及び国際的に活躍でき
るトップアスリートを組織的・計画的に育成する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

競技力維

持・向上

対策事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

262,899 

 

 

 

 

 

 

 

155,523 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22,599 

 

 

 

 

70,466 

 

１ 競技力維持・

向上対策事業費 

・(公財)沖縄県ス 

ポーツ協会に対

し、以下の取組に

ついて委託及び補

助等を行う。 

 

⑴国民体育大会

（現：国民スポー

ツ大会）等派遣事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵沖縄県民体育大

会事業 

 

 

 

⑶競技力向上対策

事業 

246,451 

 

 

 

 

 

 

 

139,129 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20,812 

 

 

 

 

70,153 

 

１ 競技力維持・

向上対策事業費 

・(公財)沖縄県 

スポーツ協会へ委

託及び補助等を行

い、以下の実績に

つながった。 

 

⑴国民体育大会

（現：国民スポー

ツ大会）及び九州

ブロック大会への

選手団の派遣を行

った。 

※特別国民体育大

会(派遣：323 名冬

季含む。) 

第 43 回九州ブロ

ック大 会 (派 遣 ：

706 名） 

 

⑵43 競技 8,828 名

参加 

 

 

 

⑶競技力向上対策

事業を実施し、県

最終予算額 

249,492 

執行率 

98.7％ 

不用額 

3,041 

 

 

最終予算額 

142,116 

不用額 

2,987 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

20,844 

不用額 

32 

 

最終予算額 

70,172 
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7,221 

 

 

 

 

 

5,701 

 

 

 

 

 

 

 

1,389 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

⑷スポーツ少年団

育成事業 

 

 

 

 

⑸スポーツ医・科

学研究事業 

 

 

 

 

 

 

⑹総合型地域スポ

ーツクラブ登録・

認証制度事業 

 

 

 

 

 

 

 

⑺令和 16 年度国

民スポーツ大会に

係る会議への旅費 

 

 

 

 

 

8,697 

 

 

 

 

 

5,624 

 

 

 

 

 

 

 

1,440 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

596 

 

 

 

内競技団体に対し

強 化 支 援 を 行 っ

た。（支援団体：

41 団体） 

 

⑷スポーツ少年団

育 成 事 業 を 実 施

し、研修会や交流

大会、養成講習会

を開催した。 

 

⑸スポーツ医・科

学研究事業を実施

し、サポートプロ

グラムに基づく支

援 等 を 行 っ た 。

（サポートプログ

ラム４団体） 

 

⑹クラブ訪問等に

よりクラブ運営に

関する助言・指導

を実施(30 件)。 

総合型地域スポー

ツクラブ担当者会

議及び研修会の実

施(参加者 37

名)。 

 

⑺令和 16 年度国

民スポーツ大会に

係る会議への旅費 

 

不用額 

19 

 

 

 

最終予算額 

8,697 

不用額 

0 

 

 

最終予算額 

5,624 

不用額 

0 

 

 

 

 

最終予算額 

1,443 

不用額 

3 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

596 

不用額 

0 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴  競技力維持・向上対策事業費 
効果： 沖縄県スポーツ協会等と連携した県民体育大会の開催や競技力向上等 

の取組により、本県のスポーツ振興、青少年の健全育成等に貢献した。 
課題： 本県の競技力向上などスポーツの振興をより効果的に推進するため、 

沖縄県スポーツ協会や県内競技団体等との連携の強化が必要である。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：社会体育活動の推進（継続） 
 
事 業 期 間：平成 10 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

総合型地域スポーツクラブや各スポーツ関係機関と連携し、県民がスポーツで
きる機会の拡大とスポーツへの関心と意欲を高め、社会体育活動の推進を図る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

社 会 体 育

活 動 の 推

進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7,348 

 

 

 

 

 

 

1,428 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,568 

 

 

 

以下の事業を実

施。 

 

 

 

 

 

１  生涯スポーツ

振興事業費 

・スポーツ推進審

議会の運営。 

・生涯スポーツ関

係表彰（文部科学

省生涯スポーツ功

労者・優良団体、

スポーツ推進委員

功労者表彰、沖縄

県生涯スポーツ功

労者、優良団体表

彰、叙勲・褒章・

地 域 総 合 功 労 表

彰、沖縄県功労者

表 彰 な ど ） の 実

施。 

 

２  社会体育活動

支援事業費 

・沖縄県スポーツ

・レクリエーショ

6,455 

 

 

 

  

 

 

  671 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,432 

 

 

 

以下の事業を実

施。 

 

 

 

 

 

１  生涯スポーツ

振興事業費 

・スポーツ推進審

議 会 の 開 催 （ １

回）。 

・文部科学省生涯

スポーツ功労者表

彰、スポーツ推進

委 員 功 労 者 表 彰

（各１名）。 

・沖縄県生涯スポ

ー ツ 功 労 者 表 彰

（１名）。 

 

 

 

 

 

２  社会体育活動

支援事業費 

・沖縄県スポーツ

・レクリエーショ

最終予算額 

7,348 

執行率 

87.8％ 

不用額 

893 

 

最終予算額 

1,428 

執行率 

47.0％  

不用額 

757 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

3,568 

執行率 

96.2％ 
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2,352 

 

 

ン祭の開催。 

 

 

・県立学校体育施

設開放事業の実

施。 

 

 

 

３ 広域スポーツ

センター事業費 

・地域住民が身近

な地域でスポーツ

に親しむことがで

きる総合型地域ス

ポーツクラブの創

設、育成及び支援

を行い、総合型地

域スポーツクラブ

に対する助言・指

導を行う。 

・総合型地域スポ

ーツクラブ担当者

会議及び研修会の

実施。 

 

・総合型地域スポ

ーツクラブ登録・

認証制度を各クラ

ブや市町村に対し

て周知活動を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,352 

 

 

ン祭の開催（種目

26 種目、参加者数

4,711 人） 

・県立学校体育施

設開放事業の実施

（開放校 10 校、

利用団体 12 団体

・９種目） 

 

３  広域スポーツ

センター事業費 

・クラブ訪問等に

よりクラブ運営に

関する助言・指導

を実施（30 件）。 

 

 

 

 

 

 

・総合型地域スポ

ーツクラブ担当者

会議及び研修会の

実施（参加者 37

名）。 

・総合型地域スポ

ーツクラブの職員

向けにアシスタン

トマネージャー養

成講習会を実施

（受講者 10

名）。 

 

不用額 

136 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

2,352 

執行率 

100％  

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   生涯スポーツ事業費 
効果： スポーツ推進審議会を開催し本県におけるスポーツ振興施策に反映さ 

せるとともに、生涯スポーツ功労者表彰の実施等を通じ本県の生涯スポ 
ーツの促進を図った。 

課題： 生涯スポーツの更なる推進を図るためには、他県の優良事例等の情報 
を収集し、取組の参考としていくことが必要である。 

⑵   社会体育活動支援事業費 
効果： 沖縄県スポーツ・レクリエーション祭を開催し、誰でも気軽にスポー 

ツに親しむ機会を県民に提供することや、県民にとって身近なスポーツ 
施設である学校体育施設を有効活用することを通じ生涯スポーツを推進 
した。 

課題： 沖縄県スポーツ・レクリエーション祭については、より多くの県民の 
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参加に繋がる方法を検討すること、学校体育施設開放事業については、  
開放校及び利用団体数を拡充できるよう、学校及び活動団体の加盟協会  
等との連携の強化が必要である。  

⑶   広域スポーツセンター事業費 
効果：  地域住民が、身近な地域でスポーツに親しむことができる総合型地域  

スポーツクラブの創設、育成及び支援を行うことを通じ生涯スポーツの
推進が図られた。  

課題：  総合型地域スポーツクラブの運営については、人材の確保や財政面に  
おいて課題を抱えているクラブがあるため、引き続きクラブ訪問等を行
い助言・指導を推進する。  
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基  本  項  目：誇りある豊かさ 
  
実  施  項  目：ウチナーネットワークの継承・発展、国際協力の推進 
  
重点施策事業名：世界のウチナーネットワーク強化推進事業（継続）   
         
事 業 期 間：平成 29 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 交流推進課 
 
１  事業の目的・内容  

「世界のウチナーンチュの日」が 10 月 30 日と制定されたことを受けて、同日 
を世界中で沖縄に想いを馳せる象徴的な日として定着させ、ウチナーネットワー
クの継承・発展を一層効果的に進めるための取組を実施する。 

 
２  事業の実績  

（単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

世 界 の 

ウ チ ナ ー

ネ ッ ト ワ

ー ク 強 化

推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41,947 

 

 

 

 

 

 

 

12,317 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10,675 

 

１ 世界のウチナ

ーネットワーク

強化推進事業 

 

 

 

 

 

⑴広報 

⑵世界のウチナー

ンチュの日トーク

イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶レッツスタディ

ー！ウチナーネッ

39,275 

 

 

 

 

 

 

 

11,522 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10,245 

 

１  世界のウチナ

ーネットワーク

強化推進事業 

 

 

 

 

 

⑴世界のウチナー

ンチュの日を中心

にＷｅｂ、ＳＮ

Ｓ、ラジオ等で広

報を実施した。 

⑵県内で活躍する

タレント等による

トークイベントを

実施した。 

日時：10 月 30 日

場所：パレット市

民劇場 

参加者：180 名 

ＹｏｕＴｕｂｅ再

生数：686 回（202

4 年３月 18 日時

点） 

 

⑶県内小中学校等

を中心に移民歴史

☆ 

最終予算額 

41,947 

執行率 

93.6％ 

不用額 

2,672 

 

最終予算額 

12,317 

不用額 

795 

⑴  ⑵で 

一括委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

10,675 



－ 410 －

 

 

 

 

 

 

 

 

11,831 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7,124 

 

 

 

 

トワーク事業 

 

 

 

 

 

 

 

⑷沖縄文化芸能指

導者派遣事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸その他、事務費

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11,831 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5,677 

出前講座、指導者

養成の講座を実施

した。 

①出前講座受講者

：1,349 名 

②養成講座受講者

：延べ 31 名 

 

⑷４つの海外県人

会に芸能指導を実

施した。 

指導先：①カンポ

グランデ沖縄県人

会②カルガリーオ

キナワンクラブ③

パース沖縄県人会

④オハイオ州沖縄

友の会 

 

⑸その他、事務費

等 

 

 

 

不用額 

430 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

11,831 

不用額 

0 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

7,124 

不用額 

1,447 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   世界のウチナーネットワーク強化推進事業 
効果：①「世界のウチナーンチュの日」のイベント実施後アンケートの結果、

約 95％が世界のウチナーンチュの日に関する関心が高まったと回答
した。加えて、Ｗｅｂアクセス数が 27,054 件となり多くの方に周知
できた。 

   ②受講者に対するアンケートの結果、約 81％が移民の歴史等に対して
理解が深まったと回答した。 

③派遣先の県人会におけるアンケートの結果、約 98％が沖縄の文化芸
能に対する興味・関心が高まったと回答した。 

課題： 10 月 30 日前後だけでなく、日常的に世界のウチナーンチュと繋がれ
る機会を増やし、世界のウチナーンチュの日の認知度向上に取り組む必
要がある。 
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基  本  項  目：誇りある豊かさ 
  
実  施  項  目：ウチナーネットワークの継承・発展、国際協力の推進 
  
重点施策事業名：おきなわ国際協力人材育成事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 25 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 交流推進課 
 
１  事業の目的・内容  

県内高校生の開発途上国等への派遣や、県内高校等で国際協力について学ぶ出
前講座を実施し、国際協力の必要性を学び、グローバルな視点を持った将来の本
県の国際協力を担う人材を育成する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

お き な わ
国 際 協 力
人 材 育 成
事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28,066 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ おきなわ国際 

協力人材育成事

 業 

 

⑴国際協力レポー
ター事業 
・県内の高校生を
国際協力レポータ
ーとして開発途上
国に派遣し、国際
協力の現場を視察
させ現地の若者等
との交流を体験さ
せる。 
 
⑵国際協力理解促
進事業 
・県内の学校等で
国際協力活動の経
験者による出前講
座を実施し、国際
協力の必要性等の
理解促進を図る。 

 

 

 

 

27,920 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ おきなわ国際 

協力人材育成事

 業 

 

⑴国際協力レポー
ター事業 
・県内の高校生 16
名を国際協力レポ
ーターとしてタイ
王国に派遣し、国
際協力の現場視察
や現地の方との交
流等を行った。 
 
 
⑵国際協力理解促
進事業 
・ 離 島 を 含 む  22
校で、ＪＩＣＡ海
外協力隊経験者等
による国際協力に
関する出前講座を
実施した。 
①  期間：9～2 月 
②  参加者数： 
    2,716 名 

 

 

☆ 

最終予算額 

28,066 

執行率 

99.5％ 

不用額 

146 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   おきなわ国際協力人材育成事業 
効果： 国際協力の現場の視察や、現地でのホームステイ等での交流を通し

て、グローバルな視点を持ち国際協力に対する興味や意識が高い若い人
材の育成に寄与した。 
出前講座参加者へのアンケート調査の結果、国際協力を必要と感じた

生徒の割合が約 91％と高い数値になった。 
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課題： 派遣においては、引き続き、事前研修・事後研修の中で、国際協力を
身近に捉えることができるようプログラムを組む必要がある。また、出
前講座においては、受講者の関心度や規模等に合わせて内容を工夫する
必要がある。 
派遣に関しては、ＪＩＣＡや関係機関と連携し、外務省の渡航情報等

海外の安全情報等の把握に努めるとともに、派遣国決定後も、現地の最
新の情勢を踏まえて臨機応変に対応することも必要である。 
出前講座に関しては、応募がない学校などへの情報発信を強化すると

ともに、学校へのアプローチを積極的に行う必要がある。 
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基  本  項  目：誇りある豊かさ 
  
実  施  項  目：ウチナーネットワークの継承・発展、国際協力の推進 
  
重点施策事業名：次世代ウチナーネットワーク育成事業（継続） 
 
事 業 期 間：昭和 44 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 交流推進課 
 
１  事業の目的・内容  
・海外への情報発信や歴史継承等、次世代へウチナーネットワークを安定的に継
承するため、コンシェルジュ機能を強化する。 
・子弟留学生受入れや、国内外と県内の若者同士の交流を促進し、ウチナーネッ
トワークを担う次世代の人材を育成する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初
予算額 

事業内容 決算額 事業内容 

次 世 代 ウ
チ ナ ー ネ
ッ ト ワ ー
ク 育 成 事
業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

71,392 
 
 
 
 
 
 

11,829 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45,569 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
１  ウチナージュ
ニアスタディー
事業 

・海外県系人子弟
と県内外の中高生
を対象に１週間の
日程で沖縄の自然
や文化、歴史等の
体験学習を実施す
る。 
 
２  ウチナーネッ
トワーク継承基
盤構築事業 

・ウチナーネット
ワークコンシェル
ジュ運営 
 
 
 
 
・留学生受入業務 
沖縄県出身移住者
子弟及びアジア諸
国等海外留学生の
受入：10 名以内 
 
 

69,067 
 
 
 
 
 
 

15,102 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

41,924 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
１  ウチナージュ
ニアスタディー
事業 

・県系子弟が対面
で、県内中高生と
交流することがで
きた。 
海外参加者11名 
県内・国内参加者

18名 
 
２  ウチナーネッ
トワーク継承基
盤構築事業 

・ウチナーネット
ワークコンシェル
ジュ運営業務 
来場者 1,123 名  
相談件数 206 件 

（国内 131 件、海
外 75 件） 
・留学生受入業務 
 沖縄県出身移住
者子弟８名 
 アジア諸国等海
外留学生２名 
 
 

最終予算額 

71,392 
執行率 
96.7％  

不用額 
2,325 

 
最終予算額 

15,225 
不用額 
123 
 
 
 
 
 
 
 

最終予算額 

43,103 
不用額 
1,179 
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 8,400 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 5,594 
 

３  友愛交流構築
事業 

・【兵庫県】本県
と兵庫県の青年が
11 月に沖縄県で、
２月に兵庫県で相
互交流を行う。参
加人数はそれぞれ
15 名程度。 
 
 
 
 
 
 
・【福島県】１月
に福島県の雪だる
ま親善大使（小学
生）を受け入れ、
２月に本県からさ
とうきび親善大使
（小学生）を福島
県に派遣する。 
 
４ その他、事務 
 費 
 
 

 4,899 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 7,142 

３  友愛交流構築
事業 

・【兵庫県】11 月
に沖縄県で自然体
験や歴史を学ぶプ
ロ グ ラ ム を 実 施
し、２月に兵庫県
で雪体験や災害・
防災を学ぶプログ
ラムを実施し、本
プログラム通じて
相互の交流を深め
た。（本県からの
参加者：11 月 11
名、２月 12 名） 
・【福島県】沖縄
福島両県の小学生
が相互の県を訪問
し、学校訪問や三
役表敬等の交流プ
ログラムを通じて
両県の交流を深め
た。 
 
４ その他、事務 
 費 
 
 

最終予算額 

5,400 
不用額 
501 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最終予算額 

7,664 
不用額 
522 
 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   ウチナージュニアスタディー事業 
効果： 沖縄県の海外移住者子弟を本県に招待し、県内の同世代の青少年と生

活を共にしながら沖縄の歴史や文化等を学ぶことにより、県外移住者子
弟の母県・沖縄への理解と絆を深めるとともに世界のウチナーネットワ
ークを担う次世代の人材育成につながることが期待できる。実際、本事
業のＯＢＯＧの中には、事業実施期間の一時的な交流にとどまらず、継
続的かつ多面的な交流につながっているケースもあり、ウチナーネット
ワークの継承・発展に寄与している。 

   課題： 県内外参加者については自己推薦及び個人応募となったため、幅広く
周知できる方法を検討する必要がある。また、海外参加者については、
県人会の規模に関わらず大小様々な県人会から参加を促すことによって
ウチナーネットワークの拡充を図る。また、本事業へのＯＢＯＧの協力
体制をより工夫することで、主体的なウチナーネットワーク継承に繋が
るよう働きかけを行う必要がある。 

⑵   ウチナーネットワーク継承基盤構築事業 
効果： 世界に約 42 万人いるといわれる県系人を中心とした世界のウチナー

ネットワークを安定的に継承することで、文化、経済、観光等も含めた
多元的な交流の促進につながることが期待できる。実際、子弟等留学生
のＯＢＯＧの中には、各国の県人会等で中心的な役割を担っている者
や、琉舞教室や三線工房等を開設している者などもおり、ウチナーネッ
トワークの継承・発展に寄与している。 

課題： 海外では県系人の世代交代が進み、沖縄への関心や郷土への愛着が薄
れていることが懸念されている。県内においても、本県が移民県であ
り、かつて困難な時代に海外県系人に支援された歴史があるということ
が十分県民に伝わっていない現状もあり、次世代へ安定的にウチナーネ
ットワークが継承されるかが課題である。 
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  ⑶   友愛交流構築事業  
   効果：  兵庫県とは青年交流、福島県とは児童交流を行っており、互いの県が

持つ文化や歴史等を同世代間で一緒に学ぶことで、参加者同士の交流
が深まるだけでなく、相互理解の促進が期待できる。特に、兵庫県と
の交流事業においては定期的に連絡をとっているＯＢＯＧがいること
や、毎年キャンプ期間中にＯＢＯＧも参加する場面があるなど、事業
実施時だけの一時の交流とならず、長く交流が続いている。  

   課題：  両県との事業はどちらも互いの県に対する理解を深めることだけでな
く、次世代の育成も目的としているが、特に兵庫県との交流事業では
参加者が定員に満たない現状があり、若者世代への認知度の向上が課
題である。現時点ではＳＮＳなどを活用した広報活動も行っている
が、広報活動と並行して、若者が参加したいと思えるようなプログラ
ム内容に変更していくなどの取組が必要である。  
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基  本  項  目：誇りある豊かさ  
  
実  施  項  目：ウチナーネットワークの継承・発展、国際協力の推進  
  
重点施策事業名：ウチナーネットワーク次世代継承キャラバン事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  交流推進課  
 
１  事業の目的・内容  

第７回世界のウチナーンチュ大会の成果を踏まえ、次世代にウチナーネットワ  
ークを継承していくため、海外で活躍する県系人の功績をたたえるとともに、海
外県人会へ慰労訪問し、現地のニーズや要望を聴取し、今後の取組に繋げる。加
えて、次世代を担う若者ウチナーンチュ等と経済面も含めた交流を実施する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

ウ チ ナ ー

ネ ッ ト ワ

ー ク 次 世

代 継 承 キ

ャラバン  

事業  

 

 

 

 

 

 

61,662 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  ウチナーネッ
トワーク次世代
継承キャラバン
事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50,606 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  ウチナーネッ
トワーク次世代
継承キャラバン
事業  

・南米（ブラジ

ル）、北米（カナ

ダ・米国）、アジ

ア（フィリピン、

シンガポール）に

てキャラバンを実

施した。  

 

 

最終予算額  

61,662 

執行率  

82.1％  

不用額  

11,056 

 

 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   ウチナーネットワーク次世代継承キャラバン事業  
効果：  本事業を通じて、世界のウチナーンチュとウチナーネットワークの意

義を再確認するとともに日常的な交流やネットワーク発展に繋げるきっ
かけとなった。  

課題：  概ね５年に１度に開催している「世界のウチナーンチュ大会」だけで
なく、日常的に繋がれる機会（場）を創出していく必要がある。  
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基  本  項  目：誇りある豊かさ 
  
実  施  項  目：ウチナーネットワークの継承・発展、国際協力の推進 
  
重点施策事業名：多文化共生推進調査事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 26 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 交流推進課 
 
１  事業の目的・内容  

在住外国人が安全して暮らせる多文化共生型社会を構築するため、県民の意識
啓発等を図る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

多 文 化 共

生 推 進 調

査 事 業  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,397 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  多 文 化 共 生推 
進調査事業 

・「おきなわ多文

化共生推進指針」

の 施 策 例 に 基 づ

き、市町村でモデ

ル事業を実施し、

その成果や課題・

手法等を広く共有

することで、市町

村が多文化共生に

関連した取組を実

施しやすい環境を

整える。 

 

 

 

 

 

 

4,072 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  多文化共生推 
進調査事業 

・沖縄県多文化共

生事業においてモ

デル地域となった

市町村及び多文化

共生の取組を実施

している市町村に

対し、シンポジウ

ム の 開 催 を 行 っ

た。 

・在住外国人を支

援している団体に

対し、ワークショ

ップ形式のヒアリ

ング調査を行うこ

とで、実態の把握

に努め、多文化共

生社会の地域づく

りを推進した。 

 

最終予算額 

6,397 

執行率 

63.7％ 

不用額 

2,325 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   多文化共生推進調査事業 
効果： 令和５年度に実態調査を行うことによって、今後の多文化共生社会の

地域づくりを推進するための体制が整備された。 
課題： 令和２年度の「多文化共生推進調査」により、在住外国人や市町村の

取組について現状把握を行ったところ、約６割の市町村で多文化共生施 
策の推進への取組を行っていないことが明らかとなったことから、引き
続きモデル事業の実施や、各種啓発等に努め、市町村等の取組を促進し
ていく必要がある。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築  
  
実  施  項  目：医療の充実・健康福祉社会の実現  
  
重点施策事業名：旅行者専用発熱等相談支援事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和３年度～令和５年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容    

旅行者専用相談センター沖縄（ＴＡＣＯ）による旅行者のための健康相談窓口
の設置を行う。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

旅 行 者 専

用 発 熱 等

相 談 支 援

事業  

18,389 １  旅行者専用発  

熱等相談支援事  

業  

・旅行者専用相談
センター沖縄（Ｔ
Ａ Ｃ Ｏ ） を 設 置
し、健康相談等を
行う。  

 

17,133 

 

 

 

 

 

 

１  旅行者専用発  

熱等相談支援事  

業  

・旅行者専用相談
センター沖縄（Ｔ
Ａ Ｃ Ｏ ） を 設 置
し、健康相談等を
行った。  

 

 

 

最終予算額  

18,389 

執行率  

93.2％  

不用額  

1,256 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   旅行者専用発熱等相談支援事業  
効果：  旅行者専用相談センター沖縄（ＴＡＣＯ）の設置により、旅ナカにお

ける旅行者からの健康相談（体調不良時の相談、新型コロナウイルス感
染症感染時の対応等）に対して、看護師からの助言等の対応をすること
で、安全・安心な沖縄観光の形成に繋がったものと考えられる。   

課題：  新型コロナウイルス感染症が５類へ移行したことや水際措置の解除に  
伴い、インバウンド需要にも対応した受入体制の整備に取り組む必要が  
ある。  
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 
  
実  施  項  目：離島・過疎地域の持続可能な地域づくり 
  
重点施策事業名：離島観光活性化促進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和６年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

離島観光振興を図るため、国内チャーター便支援やプロモーション等を行い、
離島誘客を促進する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 
 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初
予算額 

事業内容 決算額 事業内容 

離 島 観 光

活 性 化 促

進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

117,431 

 

 

 

 

 

 

 

4,800 

 

 

 

 

54,383 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  離島観光活性

化促進事業 

 

 

 

 

 

 

⑴ 離島航空路開設

・チャーター便支

援 

 

 

⑵ 離島観光プロモ

ーション 

・離島観光の全般

的な魅力の発信や

航空会社と連携し

た離島情報のプロ

モーション等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

115,298 

 

 

 

 

 

 

 

3,028 

 

 

 

 

55,144 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  離島観光活性

化促進事業 

 

 

 

 

 

 

⑴ 離島航空路開設

・チャーター便支

援 

 実施件数：19 件 

 

⑵ 離島観光プロモ

ーション 

・Ｗｅｂや新聞、

テレビ等各種媒体

を活用し、多方面

から離島路線の認

知度向上及び旅行

先としての魅力を

訴求し、離島への

来 訪 促 進 を 図 っ

た。 

（Ｗｅｂサイト

「沖縄しまさん

ぽ」ＰＶ数及びＩ

ｎｓｔａｇｒａｍ

インプレッション

☆ 

最終予算額 

117,431 

執行率 

98.2％ 

不用額 

2,133 

 

最終予算額 

4,039 

不用額 

1,011 

 

最終予算額 

55,144 

不用額 

0 
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56,363 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,885 

 

 

⑶ 離島観光基盤強

化 

・ 主 要 離 島 地 域

（八重山・宮古・

久米島）観光協会

が主体となった地

域プロモーション 

 

 

 

 

 

 

⑷事務費（旅費） 

 

 

 

 

55,467 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,659 

数：3,508,879） 

 

⑶ 離島観光基盤強

化 

・八重山・宮古・

久米島観光協会が

主体となり、離島

観光の旬な情報発

信、県外イベント

等において離島魅

力のＰＲを実施し

た。 

（プロモーション

実施数：計 36 件） 

 

⑷事務費（旅費） 

 

 

 

 

最終予算額 

56,363 

不用額 

896 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

最終予算額 

1,885 

不用額 

226 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 離島観光活性化促進事業 
効果： 離島への観光客誘致を促進するため、離島へのチャーター便及び定期 

便の就航促進や離島観光プロモーション、離島観光基盤強化等を実施。 
観光客を本島のみならず離島へ周遊させることにより、滞在日数の延伸
促進及び一人当たりの観光消費額の増加に繋げる。 

課題： 航空会社との連携プロモーションやメディア等を活用したプロモーシ
ョンを強化することにより、更なる離島観光誘客促進を図る必要があ
る。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展 
  
重点施策事業名：琉球歴史文化の日周知啓発推進事業（継続） 
 
事 業 期 間：令和３年度～令和５年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課 
 
１  事業の目的・内容  

「琉球歴史文化の日」についての関連イベント等を通じて県民への周知啓発を 
推進する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

琉球歴史

文化の日

周知啓発

推進事業 

 

17,752 

 

 

 

１  琉 球歴史文化 

の 日 周知啓発推 

進事業 

・琉球歴史文化の

日とその趣旨につ

いて普及・啓発す

るための広報活動

と、県民が沖縄の

歴史と文化への理

解を深めるための

関連事業を実施す

る。 

 

 

17,752 

 

 

１  琉 球歴史文化 

の 日 周知啓発推 

進事業 

・琉球歴史文化の

日とその趣旨につ

いて普及・啓発す

るための広報活動

と、県民が沖縄の

歴史と文化への理

解を深めるための

関連事業を実施し

た。 

最終予算額 

17,752 

執行率 

100％ 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   琉球歴史文化の日周知啓発推進事業 
効果： 先人たちが創り上げてきた沖縄の歴史と文化への理解を深め、故郷へ

の誇りや愛着を感じられる地域社会の形成に取り組むとともに、新たな 
歴史と文化を自らの手で創造することが図られた。 

課題： 琉球歴史文化の日（11 月 1 日）を周知し、沖縄の歴史と文化に対す
る県民の認知度を向上させるため、引き続き、各市町村等と連携した取
組を行う必要がある。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築  
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展  
  
重点施策事業名：しまくとぅばアーカイブ事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和４年度～令和８年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  文化振興課（しまくとぅば普及推進室）  
 
１  事業の目的・内容  

   沖縄文化の基層である「しまくとぅば」を次世代へ継承するため、しまくとぅ
ばのアーカイブ化の取組を行う。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

し ま く と
ぅ ば ア ー
カ イ ブ 事
業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22,232 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  しまくとぅば 
アーカイブ事業  

・各地域ごとの文
法的事項が織り込
まれた文法調査票
の収集  
・文法調査票と連
動した教材の作成  
 
 
・教科書に掲載さ
れている歌、文学
的文章の収録  
 
・自然談話の収録  

16,496 １  しまくとぅば  
 アーカイブ事業  
・ 文 法 調 査 票 44
地域の収集を行っ
た。  
 
・教材ひな形（小
学校低学年）１セ
ットの作成を行っ
た。  
・ 教 科 書 掲 載 の
歌、文学的文章 50
地域の収録を行っ
た。  
・自然談話２話の
収録を行った。  

☆  
最終予算額  

22,232 
執行率  
74.2％  
不用額  
5,736 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   しまくとぅばアーカイブ事業  
効果：  文法調査票の収集数、教科書掲載の曲数等、委託事業の仕様で求め   

      た成果を全て達成し、音声資料や映像資料等が十分でない地域のしまく  
      とぅばアーカイブ化の取組を行った。  

課題：   調査対象地域によっては、予定していた地域の話者が高齢で対応が困  
      難で、一部地域を変更して実施した地点もある。  
          そのため、地域の話者が減少しつつある現状の中で、いかに県、受託  
      先の琉球大学、調査対象地域の話者と綿密な連携を取りながら、迅速な  
       調査を行えるかが課題となっている。  
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展 
  
重点施策事業名：しまくとぅば普及継承事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 26 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課（しまくとぅば普及推進室） 
 
１  事業の目的・内容  

   沖縄文化の基層である「しまくとぅば」を普及継承するため、県民大会の開催 
  や、平成 29 年度に設置した「しまくとぅば普及センター」を中心とした各地域 
  の普及人材育成等を行う。 
 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

し ま く と

ぅ ば 普 及

継承事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74,197 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  しまくとぅば 

普及継承事業 

・県民大会を開催

する。 

 

 

 

 

・しまくとぅば読

本を作成し、県内

小中学生へ配布す

る。 

 

 

 

・しまくとぅばの

普及活動を行う民

間団体に対し、補

助金を交付する。 

 

 

・県内で人材養成

講座を開催する。 

 

 

 

 

 

72,062 １  しまくとぅば

普及継承事業 

・ 県 民 大 会 第 一

部、県民大会第二

部、関連イベント

及び動画配信の実

施を通じて気運醸

成を行った。 

・県内の小学校 

268 校 、 中 学 校

149 校、特別支援

学校 17 校へしま

くとぅば読本（Ｐ

ＤＦ版）配布を行

った。 

・しまくとぅば普

及活動を行う民間

団体に対して、合

計８件、7,409 千

円の補助金を交付

した。 

・しまくとぅば講

師 養 成 講 座 を 開

催。 

合格者数 

八重山上級:16 名 

宮古初級 :21 名 

合  計 :37 名 

☆ 
最終予算額 

74,197 
執行率 
97.1％ 
不用額 
2,135 
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・しまくとぅば普

及センターの運営

を行う。 

 

 

 

 

 

・しまくとぅば県

民意識調査を実施

する。 

 

 

・沖縄県文化協会

へしまくとぅば普

及センターの運営

を委託し、各地域

におけるしまくと

ぅば普及継承活動

や県民運動を推進

した。 

・しまくとぅばに

関する実態を把握

し、しまくとぅば

の普及における今

後の課題と効果的

な普及方法の検討

に向けた調査を実

施した。 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   しまくとぅば普及継承事業 
効果： 幅広い世代へ「しまくとぅば」に触れる機会を提供することで、「し 

       まくとぅば」普及の気運醸成を図った。 
              しまくとぅば普及センターを中心に、市町村や地域の団体が行うし

まくとぅば講座への支援等を行った。 
課題： 令和５年度のしまくとぅば県民意識調査結果によると、県民の「しま

くとぅばの使用頻度」が減少しているため、各地域の普及団体等と連携
し、人材養成等の取組、しまくとぅばの普及に取り組む団体への支援な
ど、普及に向けた取組を引き続き実施していく。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展 
  
重点施策事業名：沖縄県文化振興事業等推進費（継続） 
 
事 業 期 間：平成 26 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課 
 
１  事業の目的・内容  

（公財）沖縄県文化振興会が実施する伝統芸能公演支援事業やおきなわ文学賞等
の文化振興事業に要する経費について補助を行う。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

沖 縄 県 文

化 振 興 事

業 等 推 進

費 

 

 

 

54,577 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄県文化振

興事業等推進費 

・（公財）沖縄県

文化振興会の文化

振興事業等に要す

る経費に対し補助

を行う。 

51,969 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄県文化振

興事業等推進費 

・（公財）沖縄県

文化振興会が実施

する伝統芸能公演

支援事業やおきな

わ文学賞等の文化

振興事業に要する

経費について補助

を行った。 

 

最終予算額 

54,577 

執行率 

95.2％ 

不用額 

2,608 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 沖縄県文化振興事業等推進費 
効果： 補助を通じ、沖縄県文化振興会が行う文化事業が円滑に実施されるこ

とにより、文化、芸術、学術の普及、情報の提供、調査研究、交流等を
図り、沖縄県民の主体的、創造的な文化活動の支援が行われた。 

課題： 引き続き、同会の事業費等に対し補助を行い、沖縄県民の主体的、創
造的な文化活動の持続的発展を推進する必要がある。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築  
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展  
  
重点施策事業名：沖縄食文化保存普及継承事業  
 
事 業 期 間：令和４年度～令和８年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  文化振興課  
 
１  事業の目的・内容  

「沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画（沖縄食文化創生プロジェクト）第２
期計画」に基づき、琉球料理を基盤とする沖縄の伝統的な食文化を保存するため
の担い手を育成し、同時に、伝統的な食文化の形成された過程や魅力等をわかり
やすく情報発信し、県民や観光客への普及・継承を推進する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖 縄 食 文

化 保 存 普

及 継 承 事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

20,997 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄食文化保

存普及継承事業  

・沖縄の伝統的な

食文化の保存・普

及・継承に向け、

琉球料理伝承人の

育成及び出前講座

モデル事業、「琉

球料理が味わえる

店」店舗認証の実

施等を行う。  

 

 

19,688 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄食文化保

存普及継承事業  

・沖縄の伝統的な

食文化の保存・普

及・継承に向け、

琉球料理伝承人の

育成及び出前講座

モデル事業、「琉

球料理が味わえる

店」店舗認証の実

施等を行った。  

 

 

☆  

最終予算額  

20,997 

執行率  

93.8％  

不用額  

1,309 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴  沖縄食文化保存普及継承事業  
効果：  琉球料理伝承人の育成及び出前講座モデル事業について、琉球料理伝

承人 175 名（累計）に対し知識及び技能向上を図るフォローアップ講座
を実施し、県内地域住民、食関連業界団体等、修学旅行関係者、学校関
係者及び県外沖縄関連事業者向けにそれぞれ各１回、合計５回出前講座
を実施した。また、「琉球料理が味わえる店」として 12 件の店舗認証
を行った。  

課題：  引き続き、若い世代を含む県民、観光客に向け、沖縄の伝統的な食文
化について普及促進を図り、認知度向上へ繋げる必要がある。  
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展 
  
重点施策事業名：琉球歴史文化コンテンツ創出支援事業(継続) 
 
事 業 期 間：令和４年度～令和８年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課 
 
１  事業の目的・内容  

琉球の歴史・文化資源をテーマとした新たなコンテンツを制作する取組につい
て事業実施者への支援（補助）や、琉球の歴史文化を活用し、文化の産業化に向
けた取組をＰＲする講演会等を開催する。 

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円） 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初 

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

琉 球 歴 史
文 化 コ ン
テ ン ツ 創
出 支 援 事
業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42,668 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１  琉球歴史文化
コンテンツ創出
支援事業 

・新たな産業の創
出に向け、文化芸
術団体等が、文化
資源を活用し様々
な産業分野と連携
する取組を行う。 
 
・文化資源を活用
し様々な産業分野
と連携する文化芸
術団体に対して補
助金を交付する。 
 

 

39,920 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１  琉球歴史文化
コンテンツ創出
支援事業 

・新たな産業の創
出に向け、文化芸
術団体等が、文化
資源を活用し様々
な産業分野と連携
す る 取 組 を 行 っ
た。 
・文化資源を活用
し様々な産業分野
と連携する文化芸
術団体に対して補
助金を 10 団体に
交付した。 
 

 

☆ 

最終予算額 

42,668 

執行率 

93.5％ 

不用額 

2,748 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   琉球歴史文化コンテンツ創出支援事業 
効果： 県内の文化芸術団体等を対象として、歴史文化コンテンツを制作する

取組 10 件を採択し、支援した。これらの支援により、本県の文化芸術
の産業化や文化芸術に係るビジネスを支える環境整備が図られた。 

課題： 本県には優れた文化資源があり地域振興の資源として大きな可能性を
秘めている。これらの資源の活用を図るため、引き続き、文化芸術の産
業化に資する取組を支援する必要がある。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築  
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展  
  
重点施策事業名：沖縄文化芸術の創造発信支援事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和４年度～令和８年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  文化振興課  
 
１  事業の目的・内容  

   本県の多様で豊かな地域の伝統芸能や文化芸術等の文化資源を活用した文化芸
術活動の持続的発展を図るため、文化専門人材の目利きのもと、県内文化芸術団
体等による取組を公募、審査、採択し、支援を行う。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖 縄 文 化

芸 術 の 創

造 発 信 支

援事業  

 

 

 

80,709 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄文化芸術

の創造発信支援

事業  

・県内文化芸術活

動の持続的発展に

資 す る 取 組 を 公

募 、 審 査 、 採 択

し、支援を行う。  

73,874 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄文化芸術

の 創 造 発 信 支

援事業  

・県内文化芸術活

動の持続的発展に

資 す る 取 組 を 公

募 、 審 査 、 採 択

し 、 支 援 を 行 っ

た。  

 

☆  

最終予算額  

80,709 

執行率  

91.5％  

不用額  

6,835 

 

 

 
 

３  事業の効果 /課題  

⑴  沖縄文化芸術の創造発信支援事業  
効果：  県内の文化関係団体等を対象として①文化芸術団体等の組織力向上・基盤

強化に資する取組５件、②文化芸術を次代に引き継ぐ新たな創造発信を伴う
取組８件、③文化芸術を通じて地域の諸課題解決や活性化の促進等に寄与す
る取組８件の合計 21 件を採択し支援した。これらの支援により、本県の伝
統芸能や文化芸術といった文化資源を活用した文化芸術活動の持続的発展が
図られた。  

課題：  引き続き、関係団体等と意見交換を行いながら、文化資源を活用した文化
芸術活動の持続的発展を推進する必要がある。  
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展 
  
重点施策事業名：琉球王国文化遺産集積・再興事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 27 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課（博物館・美術館） 
 
１  事業の目的・内容  

   琉球王国時代から残る文化遺産等から得られる学術的知見や科学分析等の情報
を集積するとともに、王国時代にあった手わざを現代の最高水準の手わざで復元
を行う。また、これらの模造復元品を通して、世界に誇る沖縄の手わざの力を内
外へ発信し、琉球王国文化の体系化を図るとともに、文化観光・研究拠点として
の沖縄をアピールする。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

琉 球 王 国

文 化 遺 産

集 積 ・ 再

興事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

18,352 １ 琉球王国文化

 遺産集積・再興

 事業 

・琉球王国時代の

文化遺産に関する

有識者からなる監

修者会議等を開催

し、模造復元の対

象選定及び関連資

料の調査、復元品

製作に向けた実施

設計を行う。 

 

18,172 １ 琉球王国文化

 遺産集積・再興

 事業 

・琉球王国時代の

文化遺産に関する

有識者からなる監

修者会議等を開催

し、模造復元の対

象選定及び関連資

料の調査(35 点)を

行うとともに、復

元品製作に向けた

実施設計を行っ

た。 

 

☆ 

最終予算額 

18,352 

執行率 

99.0％ 

不用額 

1 8 0  

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 琉球王国文化遺産集積・再興事業 
効果： 監修者会議等による有識者からの意見等を反映して復元対象資料及び

関連資料の調査を８分野 35 点実施したことをはじめ、本事業の調査研
究・取組内容に関する報告会を実施すること等により、琉球王国文化の
周知・手わざの魅力の発信の取組を推進することができた。 

課題： ８分野 35 点の復元製作を行うに当たり、技術や道具・材料を解明す
るための科学分析や試作を行う必要がある。また、模造復元の製作工程
等を広く紹介する必要がある。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築  
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展  
  
重点施策事業名：沖縄県空手振興事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 29 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  空手振興課  
 
１  事業の目的・内容  

沖縄空手を保存・継承・発展させるため、「沖縄空手振興ビジョン」及び同  
「ロードマップ」に基づいた施策を実施する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖 縄 県 空

手 振 興 事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

115,402 

 

 

 

 

 

 

 

10,000 

 

 

 

 

 

12,000 

 

 

 

 

 

15,716 

 

 

 

 

10,164 

 

 

 

１  沖縄県空手振  

興事業  

 

 

 

 

 

 

⑴沖縄空手流派指  

導体制構築事業  

・審判講習会の開

催、セミナープロ

グラム制作  

 

⑵沖縄空手イベン  

ト開催事業  

・空手の日奉納演

武、記念演武祭の

開催  

 

⑶沖縄空手指導者  

派遣事業  

・国内外への空手

家の派遣  

 

⑷沖縄空手県内普  

及促進事業  

・空手指導者を県

内各地に派遣  

111,094 

 

 

 

 

 

 

 

9,623 

 

 

 

 

 

12,000 

 

 

 

 

 

15,716 

 

 

 

 

8,507 

 

 

 

１  沖縄県空手振  

興事業  

 

 

 

 

 

 

⑴沖縄空手流派指  

導体制構築事業  

・審判講習会の開

催、セミナープロ

グラム制作  

 

⑵沖縄空手イベン  

ト開催事業  

・空手の日奉納演

武、記念演武祭の

開催  

 

⑶沖縄空手指導者  

派遣事業  

・国内外への空手

家の派遣  

 

⑷沖縄空手県内普  

及促進事業  

・空手指導者を県

内各地に派遣  

☆  

最終予算額  

115,402 

執行率  

96.3％  

不用額  

4,308 

 

最終予算額  

10,000 

不用額  

377 

 

 

最終予算額  

12,000 

不用額  

0 

 

 

最終予算額  

15,716 

不用額  

0 

 

最終予算額  

10,164 

不用額  

1,657 
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11,545 

 

 

 

 

7,301 

 

 

 

 

 

10,200 

 

 

 

 

 

 

12,090 

 

 

 

 

11,440 

 

 

 

5,000 

 

 

 

 

 

 

 

9,946 

⑸沖縄空手案内セ 

ンター事業 

・沖縄空手案内セ

ンターの設置 

 

⑹沖縄空手普及・ 

啓発事業 

・国内外の媒体を

活用した空手の広

報等 

 

⑺沖縄空手会館ミ 

ュージアム事業 

・沖縄空手の資料

収集・調査研究 

・企画展・巡回展

の実施 

 

⑻聖地・沖縄空手

ガイド養成事業 

・沖縄空手専門の

ガイドの養成 

 

⑼沖縄空手次世代 

道場継承事業 

・沖縄空手の継承

プログラム制作 

 

⑽沖縄空手産業連 

携構築支援事業 

・ライセンスビジ

ネス等調査検討、

商標登録 

・一般向け映像コ

ンテンツ制作 

 

⑾沖縄県空手振興 

事業におけるその 

他事務費 

11,545 

 

 

 

 

7,301 

 

 

 

 

 

10,200 

 

 

 

 

 

 

12,088 

 

 

 

 

 

11,201 

 

 

 

3,686 

 

 

 

 

 

 

 

9,227 

 

 

⑸沖縄空手案内セ 

ンター事業 

・沖縄空手案内セ

ンターの設置 

 

⑹沖縄空手普及・ 

啓発事業 

・国内のイベント

へ参加し沖縄空手

の周知を実施 

 

⑺沖縄空手会館ミ 

ュージアム事業 

・沖縄空手の資料

収集・調査研究 

・企画展・巡回展

の実施 

 

⑻聖地・沖縄空手 

ガイド養成事業 

・沖縄空手専門の

ガイドの養成 

 

⑼沖縄空手次世代 

道場継承事業 

・沖縄空手の継承

プログラム制作 

 

⑽沖縄空手産業連 

携構築支援事業 

・沖縄空手オリジ

ナルキャラクター

制作、商標登録等 

・修学旅行向け映

像コンテンツ制作 

 

⑾沖縄県空手振興 

事業におけるその 

他事務費 

最終予算額 

11,545 

不用額 

0 

 

最終予算額 

7,301 

不用額 

0 

 

 

最終予算額 

10,200 

不用額 

0 

 

 

 

最終予算額 

12,090 

不用額 

２ 

 

最終予算額 

11,440 

不用額 

239 

 

最終予算額 

5,000 

不用額 

1,314 

 

 

 

 

最終予算額 

9,946 

不用額 

719 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   沖縄県空手振興事業 

   効果： 空手の日奉納演武及び記念演武祭を開催するとともに、県内の小中学
校や保育園等に空手指導者を派遣するなど、沖縄空手の普及・啓発に取
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り組んだ。 
また、沖縄空手会館企画展及び巡回展を開催し、「空手発祥の地・沖

縄」の発信力の強化を図った。 
その他、審判講習会の実施や沖縄空手継承プログラムの制作等に 

取り組み、空手指導者の育成を図った。 
課題： 県外での「空手発祥の地・沖縄」の認知度向上が課題となっているた 

め、今後は、拡散能力の高いＳＮＳを活用する等、効果的な周知方法を 
検討する必要がある。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展 
  
重点施策事業名：沖縄空手世界大会開催事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 29 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 空手振興課 
 
１  事業の目的・内容  

沖縄空手の保存・継承・発展を図るため、次世代を担う空手愛好家を対象とし
た世界大会を開催し、後継者の育成、国内外における参加者間の交流及び「空手
発祥の地・沖縄」で平和の武である沖縄空手の歴史・精神性を学ぶ機会を創出す
る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

沖 縄 空 手

世 界 大 会

開催事業 

 

 

 

 

 

 

38,640 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄空手少年

少女世界大会開

催事業 

・第２回沖縄空手

少年少女世界大会

の開催に向けた準

備を行う。 

 

 

 

37,661 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄空手少年

少女世界大会開

催事業 

・第２回沖縄空手

少年少女世界大会

の開催に向けた準

備を行った。 

 

 

 

☆ 

最終予算額 

38,640 

執行率 

97.5％ 

不用額 

979 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  

⑴ 沖縄空手世界大会開催事業 

   効果： 令和６年８月に開催予定の第２回沖縄空手少年少女世界大会の開催に向 
けて、事務局体制を構築し、大会開催に向けた準備を行い、県内予選を開 
催した。 

   課題： 沖縄空手を保存・継承し将来にわたっての振興を図るため、引き続き世 
      界大会を定期開催していく必要がある。 
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築  
  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展  
  
重点施策事業名：沖縄空手ユネスコ登録推進事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和元年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  空手振興課  
 
１  事業の目的・内容  

   沖縄空手を次世代に正しく保存・継承するとともに、「空手発祥の地・沖縄」  
  を世界に発信するため、沖縄空手のユネスコ無形文化遺産登録に必要な調査・研  

究及び県民等の気運醸成に向けた取組を実施する。  
 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ５  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖 縄 空 手

ユ ネ ス コ

登 録 推 進

事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,249 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄空手ユネ

スコ登録推進事

業  

・関係機関で構成

する協議会を設置

し、登録に必要な

調査・研究を行う

とともに、県民等

の気運醸成に向け

た 取 組 を 実 施 す

る。  

 

 

 

 

11,109 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄空手ユネ

スコ登録推進事

業  

・関係機関で構成

する協議会を設置

し、空手が祭礼行

事など地域の生活

文化に取り入れら

れている実態を把

握するための民俗

学的調査を実施し

た。  

・県民等の気運醸

成に向けたシンポ

ジ ウ ム を 実 施 し

た。  

最終予算額  

12,249 

執行率  

90.7％  

不用額  

1,140 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   沖縄空手ユネスコ登録推進事業  
効果：  沖縄空手のユネスコ無形文化遺産登録に向けた取組の着実な推進が図

られた。  
課題：  沖縄空手のユネスコ無形文化遺産登録の実現を図るため、引き続き、

民俗学的調査を実施し、当該調査を取りまとめ、関係省庁への提供を行
う必要がある。  
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基  本  項  目：沖縄らしい優しい社会の構築 

  
実  施  項  目：沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展 
  
重点施策事業名：空手ツーリズム受入体制構築事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和５年度～令和７年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 空手振興課 
 
１  事業の目的・内容  

空手を文化観光資源として活用した空手ツーリズムを推進し、国内外の空手愛 
好家や観光客の受入体制構築に取り組む。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ５ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

空 手 ツ ー

リ ズ ム 受

入 体 制 構

築事業 

 

 

 

 

22,150 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 空手ツーリズ

ム受入体制構築

事業 

・空手ツーリズム

専用窓口の開設 

 

 

・沖縄空手ガイド

の利用促進に係る

取組の実施 

 

・沖縄空手を活用

した旅行商品の造

成支援 

 

 

17,215 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 空手ツーリズ

ム受入体制構築

事業 

・空手ツーリズム

専用窓口（空手ツ

ーリズムウェブサ

イト）の開設 

・沖縄空手ガイド

の実態調査及び旅

行会社等へのコー

ディネート 

・沖縄空手を活用

した旅行商品の造

成支援 

 

 

最終予算額 

22,169 

執行率 

77.7％ 

不用額 

4,954 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 空手ツーリズム受入体制構築事業 
効果： 空手ツーリズム専用ホームページを制作したことにより、観光客から 

空手愛好家まで、幅広い層に対応できる商品等を案内できた。また、造 
成した空手観光コンテンツに国内外からの観光客等が参加し、沖縄空手 
の普及・啓発に繋がった。 

課題： 空手ツーリズムの推進のため、沖縄空手ガイドの更なる利用促進を図
る必要がある。 

 


